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この日本語訳は、リジェネロン国際学生科学技術フェア（Regeneron ISEF）に日本から出場す

る生徒および出場を目指す中高生の参考としていただけるよう、NPO 法人日本サイエンスサー

ビス（NSS)の同フェアの出場経験者のボランティア作業による”概訳”です。ガイドラインは文量

が多く、毎年修正され、また、日本では社会通念になっていない内容が多く、翻訳は必ずしも十

分とはいえません。この概訳で全体の雰囲気をつかんで、詳細は原文（英文 ; 

https://www.societyforscience.org/isef/international-rules/）を参照してください。Regeneron 

ISEF では、規則に違反すると失格になりますから、出場希望者は、規則に精通している必要が

あります。誤訳・不適切な表現に気づかれた場合は、下記までご連絡いただければ幸いです。

また、この概訳は予告なく修正する場合があります。このため、本PDFファイルの再配布はご遠

慮ください。 

NPO法人 日本サイエンスサービス  

http://nss.or.jp/ 
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国際ルールとガイドライン 

国際的なルールとフォームの全文を html とダウンロード可能な pdf で提供しています。 

 

ISEFでの決まりについてよくある質問 

質問は isef@societyforscience.org にて受け付けておりますので、こちらのメールアドレスへご連絡ください。 

 

よくある SRC での問題 

科学審査委員会（SRC）による ISEF 出場資格のための審査でよくある問題である。禁止事項をここで確認すること。 

 

これらのルールは次の大会に適応されます 

Society for Science & the Public 加盟のサイエンスフェアおよび Regeneron International Science & Engineering Fair 2024 

これらのルールの目的 

 研究にあたる生徒の権利と快適な生活を保護 

 研究対象となる人の権利と快適な生活を保護 

 脊椎動物の健康と快適な生活を保護 

 環境管理の促進と保護 

 連邦政府の規制の遵守 

 安全な研究室利用と安全基準の確保 

 ISEF における出場適性の判断 

 

 

研究に関する事前審査と承認に必要な提携フェアの情報はこちらから 

https://findafair.societyforscience.org/ 

 

ルールに関する質問の問い合わせ先 

ISEF SRC （科学審査委員会（SRC）） 

SRC@societyforscience.org 

 

ISEFに関する一般的な質問の問い合わせ先 

Society for Science 

Science Education Programs 

1719 N Street, NW, Washington, DC 20036 

Office: 202-785-2255, fax： 202-785-1243 

Email: isef@societyforscience.org 

 

  

mailto:isef@societyforscience.org
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すべての研究作品に関する規定 

 
大会における国際的ルールは、societyforscience.org/ISEF からいくつ

かの形式で入手可能です。生徒、保護者、教員、研究指導者（メンター）、

大会主催者（フェアディレクター）、各地域の提携フェアの科学審査委員

会（ＳＲＣ）および研究倫理審査委員会（ＩＲＢ）は、このルールを熟知して

おくことが重要です。 

 

倫理規定 

研究する生徒およびそのプロジェクトに関与する大人は、最高の倫理

基準をもつことが期待されている。 これらの基準には、以下が含まれる

が、これらに限定されるものではない。 

 

誠実性 

プロジェクトのすべての段階で、誠実さ、客観性、利益相反の回避が求

められる。プロジェクトは、学生が独自に行った研究を反映したものでな

ければならず、不正なデータや盗用があってはならず、1 年間の研究

成果を示すものでなければならない。 

法令順守 

すべての連邦、州、地域の法律や規制を遵守することが不可欠である。

また、米国外で実施されるプロジェクトについては、そのプロジェクトが

実施された国や地域の法律を遵守する必要がある。すべてのプロジェ

クトは、科学審査委員会（SRC）の承認を受けなければならず、必要に応

じて、研究所審査委員会（IRB）、研究所動物管理使用委員会（IACUC）、

および／または研究所バイオセーフティ委員会（IBC）の承認を受けな

ければならない。在来種、遺伝子組換え生物、外来種のいずれかに該

当する生物（例：昆虫、植物、無脊椎動物、脊椎動物）、病原体、有害化

学物質、異物などを環境中に再導入することは禁止されている。学生は、

住んでいる地域、州、国の法律や規制を参照すること。 

守秘義務と知的財産の尊重 機密情報、ならびに特許、著作権、および

その他の形式の知的財産を尊重する必要がある。未発表のデータ、方

法、または結果を許可なく使用することはできない。また、研究へのす

べての貢献に対して信憑性が必要である。 

環境への配慮 環境を破壊から守ることは、研究者と関係する大人の責

任である。在来種、遺伝的に改変された種、および/または侵入種（昆虫、

植物、無脊椎動物、脊椎動物など）、病原体、有毒化学物質、または異

物の環境への導入または廃棄は禁止されている。学生は、地域、州、ま

たは国の規制と検疫リストを参照することを勧める。 

リスクの認識 すべてのプロジェクトにはある程度のリスクが伴う。誰も

が危険性を認識し、リスクを評価し、リスクを最小限に抑え、緊急事態に

備えることが期待されている。 

動物の愛護 脊椎動物には適切な注意を払い、尊重する必要がある。

動物以外の研究方法と動物研究の代替手段の使用が強く推奨されてお

り、脊椎動物プロジェクトを実施する前に調査する必要がある。研究で

動物を使用するための指針には、Replace（置換)、Reduce（削減)、Refine

（改良）、Respect（尊重）の「4つのR」が含まれている。 

被験者の保護 最優先事項は、学生の研究者と人間の参加者の健康と

幸福である。 

潜在的危険性のある生物および生物由来物質 プロジェクトに関与す

る学生と大人は、リスク評価を実施して文書化し、生物や物質を安全に

取り扱い、処分する責任がある。 

 

不適切な研究行為や研究不正は、研究およびコンテストのいかなる段

階においても禁止されている。研究不正には、「ねつ造」、「改ざん」、そ

して他の研究者の成果を自分のものとして利用・発表する「盗用」が含ま

れる。不正をした研究は ISEF および提携フェアへの出場資格を剥奪さ

れる。ISEF 主催者（SPP)は、不正行為とみなされたプロジェクトの承認を

後日取り消す権利を保有する。 

 

出場資格および制限 

1. それぞれの ISEF提携フェアからは、そのフェアで承認された数の

プロジェクトを ISEFへ派遣することができる。 

2. ISEF提携フェアに選出された生徒は、次の 2つ両方を満たさねけ

ればならない。 

a. 中学3年生～高校3年生およびそれと同等とされる学年。 

b. ISEF に出場する年の 5 月 1 日時点で 20 歳に達していないこ

と。 

3. ISEF における公用語は英語である。ポスターとアブストラクトは英

語で書かれていなければならない。 

4. それぞれの生徒がエントリーできるのは１作品だけである。またそ

の作品には、連続する 12 カ月以内の研究で 2023 年 1 月以降の

研究内容を含むことができる。 

5. チームプロジェクトのメンバーは 3 人以下でなければならない。 

ISEF へ出場するチームは、すべて ISEF 加盟フェアに参加した元

のメンバーで構成され、ISEF の資格を満たすメンバーで構成され

ている必要がある。 

6. 生徒は 1 つの ISEF 提携フェアにのみ出場することができる。ただ

し、地域大会からISEFと提携する全国大会へ進む場合は例外とす

る。 

7. デモンストレーション、図書館で調べただけの研究、情報提供を目

的としたもの、単にキットを組み立てただけのものは、ISEF の研究

発表として認めない。ISEFに推奨または適切ではない。 

8. 全ての科学と技術分野が ISEF において該当する。プロジェクトは

21 のカテゴリーのいずれかで出場する。すべてのカテゴリーとサ

ブカテゴリーについては、「ISEF のカテゴリーとサブカテゴリーの

分類」を参照のこと。 

9. ファイナリストの研究が他の研究者と行う共同研究の一部であって

も構わないが、生徒が発表する研究内容は、その生徒が行った研

究内容で完結しなければならない。 

 

出場条件 
出場者全般 

1. 国内外問わず、ISEF 提携フェアに出場するすべての生徒は、この

ルールに従わなければならない。 

2. すべての研究は、上記倫理規定を遵守してなければならない。 

3. 実験に先立ち、生徒および指導者の責任で提出書類や事前審査

の必要性などを判断すること。 

4. ISEFに出場するプロジェクトは、ISEFの展示と安全の規則に従う。

https://www.societyforscience.org/isef/
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電気またはインターネット接続に頼ることなく、展示会場のすべて

の使用可能時間で見られる展示物が必要である。 

5. すべてのプロジェクトは ISEFへの出場資格を得るために開催され

る提携フェアの規則を守らなければならない。提携フェアでは追

加規則がある場合もあり、生徒と指導者はそれらの規則を把握す

る責任がある。 

 

事前承認と必要書類 

1. プロジェクトの文書化は、現在利用可能なフォームで実験する前

に開始する必要がある。人間の参加者、脊椎動物、および潜在的

な危険性のある生物剤が関与するプロジェクトは、実験を開始する

前に、地域または地域の研究倫理審査委員会（IRB）または科学審

査委員会（SRC）によって審査および承認される必要がある。プロ

ジェクトの開始時（場合によっては実験開始前）の緊急事態では、

ISEF 関連フェアを備えた地方または地域の研究倫理審査委員会

（IRB）または科学審査委員会（SRC）が、人間の参加者、脊椎動物、

および潜在的に危険性な生物剤が関与するほとんどのプロジェク

トをレビューおよび承認する必要がある。注意: 生徒の考案した発

明、試作品、コンセプトに対して人での試験が必要な場合、IRB に

よる審査と承認が実験の実施前に必要となる場合がある。詳しくは、

人を対象とした研究に関する規定を参照のこと。 

2. すべての生徒は Student Checklist 生徒用のチェックリスト (1A)、

Research Plan/Project Summary 研究計画/プロジェクト要約、

Approval Form 承認書 (1B) を完成させるとともに、指導者による

Checklist for Adult Sponsor指導者用のチェックリスト (1) への記入

を行うこと。 

3. バイオセーフティレベル 2（BSL-2）の危険性のある生物および生

物由来物質、DEA 規制対象物質を扱う研究、人体に危険性がおよ

ぶ可能性がある研究、脊椎動物に関する研究は、専門科学者の監

督が必要となる。 

4. 最初の研究倫理審査委員会/科学審査委員会(IRB/SRC）審査 (必

要な場合のみ) の後、Student Checklist（生徒用のチェックリスト） 

(1A) およびResearch Plan/Project Summary（研究計画/プロジェク

ト要約）を修正した場合は、研究が再開される前に審査を再び受け

ること。 

5. 前年からの継続研究で研究倫理審査委員会/科学審査委員会

(IRB/SRC）による承認が必要な場合は、本年の研究案と研究要約

の過程の見直しを受ける必要があり、また本年の研究に先立って

承認を得ること。 

6. 継続研究は、追加分の研究 (つまり本年の研究) に新規性があり

過去の研究とは違うものであるということを文書化し、 

(Continuarion//Research Progression Projects Form(7))プロジェクト

ブースに明記すること。 

7. ISEF で定められた研究期間内に、規制された研究施設で行われ

た研究は、Regulated Research Institutional / Industrial Setting Form 

（大学等の指定研究機関・産業施設の書類）(1C) を記入し、展示ブ

ースの前に掲示しなければならない。 

8. 実験後、ファイナリストは、本年の研究内容を要約したアブストラク

トを 250 ワード以内、1 ページにまとめて提出すること。このアブス

トラクトには、指導者ではなく自身が行った研究の内容のみを記入

すること。 

9. 研究のデータブックや論文は必須ではないが、審査のために準

備することを強く推奨する。地域や地元の大会においては、研究

のデータブックや論文が必須な場合もある。 

10. すべての署名された書類、証明書、許可証などは、ファイナリスト

がそれぞれの地域や国内外でのフェアに出場する際に科学審査

委員会(SRC)による審査を受けられるよう用意しておくこと。これら

は大会前、実験を終えた段階で必要である。 

 

デジタルの文書と署名 

デジタルシステムで作成した書類の提出は、以下の条件の下で許可さ

れる。 

1. 書類は、ISEFフォームと同じ内容と順序でなければなりません。 

2. デジタル署名は、ログインを介する承認システムを有し、この認証

を示すための日付印がなければならない。 

3. ISEF 主催者(SSP)に提出する書類は、オンラインポータルを介して

スキャンして提出する必要がある。 

 

継続研究 

1. 科学者の世界では、研究はこれまでの蓄積をもとに展開されること

が多い。したがって、継続研究は正当な努力である。ただし、審査

の対象となる研究期間は、2022 年 1 月から 2024 年 5 月の間の連

続した 12ヶ月間である。 

2. 生徒の先行研究が基盤となっているプロジェクトは、継続研究と判

断される。これらの研究は、本年の研究に実質的な展開があること

を文書化すること (例：別の変量・変数や新たな視点から研究した)。

同様な方法を用いた以前の実験の繰り返しや、単に標本数を増し

ただけの研究は継続研究としてみなされない。 

3. 展示するパネルとアブストラクトには、本年の研究のみを載せるこ

と。ただし、ブースに掲げる研究タイトルに、研究の年次・年数を含

めることはできる(例：継続研究の 2 年目)。展示・発表の補助資料と

しての以前の研究のデータブック は、前年以前のものであること

を明記した上で、ブースに置くことができる。 

4. 以下の条件を満たす長期的な研究は、継続研究として出場が認め

られる。 

a. 複数年にわたって同じ変量・変数について検証・記録したもの

であり、かつ時間が重要な変量である場合 (例：特定の流域の

多雨および干ばつが土壌に与える影響、火事が発生した後の

土地における動植物の再生の遷移) 。 

b. それぞれの年次ごとに時間を軸として変化が示されていなけれ

ばならない。 

c. 展示パネルには、過去の解析済データ、およびそのデータと

本年のデータとの比較に基づいて製作することとする。前年よ

り前の生データは掲載できない。 

5. すべての研究は毎年見直され、承認されなければならず、また書

類は毎年提出しなければならない。 

 

チームプロジェクト 

1. ISEF において、チームプロジェクトはそれぞれの研究分野内で競

い合い審査される。チームメンバーは全員 ISEF の出場資格を満

たしていなければならない。 

2. 1 つのチームは、3 人までである。異なる地域の出身のメンバーに
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よるチームは、複数のフェアではなく、メンバーのうちの一人の提

携フェアにのみ出場できる。しかし、各提携フェアは、ISEF への出

場権を勝ち取ったチームのメンバー員の費用をそのフェアが負担

しなければならないことを理解の上、その地域以外からの出場者

がそのフェアへの出場資格を持つかについて決定する権利を有

する。 

a. チームのメンバーはその研究期間の間、変更を検討し承認さ

れる場合を除き、チームメンバーを変更することはできない。チ

ームメンバーの変更には、チームプロジェクトから個人プロジェ

クトへの変更やその逆を含み、そのような変更には理論的根拠

と、その研究の変更前後での明確な説明がなければならない。

Form 1Aにこの審査と承認を証明する覚え書きを添付すること。 

b. 地域の予選を含めた科学フェアに一度でも出場した場合、チー

ムのメンバーは変更できず、また個人プロジェクトからチームプ

ロジェクトへの変更やその逆を行うことができなくなる。 

c. すべてのプロジェクトは次年度以降の研究において、個人プロ

ジェクトからチームプロジェクトへの変更やその逆、チームメン

バーの変更を行うことができる。 

3. 各チームにおいて、チームリーダーを指定し、作業を総括や代表

者としての役割を果たすことが奨励される。しかし、チームの各メン

バーは、いつでも代表者の代理になれる準備をし、研究に深く関

わり、研究のすべての側面を理解しておくこと。研究成果は、すべ

てのチームメンバーの努力の元に完成されるべきである。チーム

プロジェクトの評価は、個人研究の評価基準と同等の基準が用い

られる。 

4. それぞれのチームメンバーは、Approval Form （承認書）(1B) を提

出すること。Checklist for Adult Sponsor（指導者用のチェックリスト） 

(1)、アブストラクト、Student Checklist (1A), Research Plan（研究計

画）、またその他の必要書類は、チームで 1部提出する。 

5. すべてのチームメンバーのフルネームを、アブストラクトおよびそ

の他の書類に記載すること。 

 

生徒および指導者の役割と責任 
研究にあたる生徒 

研究にあたる生徒は、研究のすべてについて責任を負う。 

・ 必要な監督者（指導者や専門科学者など）の協力を得て必要な承認

（SRC、IRBなど）を得ること。 

・ 国際ルール・ガイドラインに従い必要な承認（SRC、IRB など）を得て、

適切な書類を作成すること 

・ プロジェクトの実施（実験、データ収集、設計、データ分析、および

関連するその他のプロセスや手順を含む） 

・ 倫理声明を理解・遵守し承認フォーム 1B でこの理解を証明すること。 

 

利益相反を避けるため、プロジェクトを監督する指導者、学生の親、

その他の親族、専門科学者、または指定監督者はそのプロジェクトを

審査する SRCまたは IRBのメンバーになることはできません。 

 

指導者 

資格： 

・ 指導者は教師、親、教授、その他の専門的な科学者などがあたる。 

・ 指導者は学生の研究分野に精通し、学生のプロジェクトに適用され

る手順や材料に関する規制に精通していること。特に被験者の参加、

脊椎動物、潜在的な危険性のある生物学的物質、危険性のある化学

物質、装置、を扱う場合にはその規制に精通していること。 

・ プロジェクトの進行を通じて学生と密接に連絡を取る必要がある。 

 

責任： 

指導者は、次の責任を負う。 

・ 研究を行う学生および研究に関与する人間または動物の健康と安

全を確保するために、学生と協力して起こりうるリスクを評価する。 

・ 生徒用チェックリスト（1A）および研究計画/プロジェクトサマリーにお

いて以下の点を確認する。 

- 実験が地域、州、連邦の法律および ISEF の規則に従っていること。 

- その他の必要な大人がフォームに記入していること 

- 専門科学者(QS)は ISEF ルールおよびガイドラインに記載されている

基準を満たしていること 

- 学生の研究が ISEFへの参加資格を有していること 

 

専門科学者（QS） 

資格： 

・ 学生の研究分野に関連する科学分野で博士号／専門職学位を取得

していること 

および/または 

・ 学生の研究分野において豊富な経験と専門知識を有する者 

・ 地域、州、連邦、および米国以外の国の規制や法律を含め、学生の

研究分野に適用される規制を熟知していること 

・ 両方の資格を満たしている場合は、指導者を兼ねることができる。 

・ 学生の地元ではない別の場所に住んでいる場合は、学生プロジェ

クトに必要な現場での監督を行うために指定監督者が任命されます。 

 

 

責任： 

専門科学者は、次の責任を負う。 

・ プロジェクトに関連する ISEF 規則を確認し、実験開始前に学生の

研究計画または工学設計を承認する。 

・ プロジェクト全体の進行を直接監督するか、指導責任者(DS)と調整し

てその役割を果たす。 

・ 必要な手続きにおいて、学生研究者や指導責任者（両方もしくはど

ちらか）の適切なトレーニングを保証すること。 

・ 必要に応じて、大学等の指定研究機関の書類（1C）、専門科学者の

書類（2）、リスク評価のための書類（3）などの必要書類を作成すること。 

 

指導責任者(DS) 

資格： 

・ 高度な学位を有する必要はない。 

・ 学生のプロジェクトを十分に理解し、必要なあらゆるトレーニングに

同意していること。 

・ 指導者を兼任できる。 

・ プロジェクトに脊椎動物（行動や生息地が人間の影響を受けるもの）

の使用が含まれる場合、動物の人道的なケアと取り扱いに関する知

識を有していること。  
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責任： 

・ 学生の実験を直接監督する 

・ 必要な書類の作成（専門科学者の書類(2)の指導責任者欄を、該当

する場合に記入する） 

・ 必要に応じて、リスク評価のための書類（3）の見直しと記入を行う。 

 

審査委員会 

利益相反を回避するため、指導者、生徒の両親や親族、生徒の関係者、

研究を指導する専門科学者や指導責任者は、その研究プロジェクトの

研究倫理審査委員会(IRB）における審査を務められない。また、利益相

反を回避するためや委員の専門性を高めるため、追加メンバーの招集

が推奨される。 

 

提携フェアの科学審査委員会(SRC) 

科学審査委員会（SRC）は、生徒の研究・証明書・研究計画・展示がルー

ルや法令、それぞれのサイエンスフェアにおける規則に準拠している

かを評価する有資格者のグループである。また、ISEF 提携フェアの科

学審査委員会(SRC)は、地方審査での事前審査を行うことを認可するこ

とができる。地方の科学審査委員会（SRC）の運営組織は、国際ルール

に完全に準拠していなければならない。事前承認を得る説明は提携フ

ェアから得ることができる。ISEF 提携フェアの情報はこちら: https://fi 

ndafair.societyforscience.org/ 

脊椎動物または危険性のある生物および生物由来物質に関わる研究を

行う場合には、実験前に審査・承認がなされていなければならない。適

切に設置された研究倫理審査委員会(IRB）の事前の審査・承認を受けて

いる人を対象とした研究では、地域や提携フェアの科学審査委員会

（SRC）による事前の審査は必要ない。  

研究倫理審査委員会(IRB）に事前の審査・承認を受けた研究を含むす

べての研究は、実験後、ISEF の提携フェアのコンテストの前までに科学

審査委員会(SRC)に審査・承認を受けなければならない。指定研究機関

（自宅や中学校・高校、フィールドでない場所）で実施された研究が、実

験前に適切な研究機関の委員会によって審査・承認を受けていたとして

も、ISEF の提携フェアの科学審査委員会(SRC)による承認を受けなけれ

ばならない。 

提携フェアの科学審査委員会(SRC)は次の要件を満たす最低 3 名から

構成されなければならない。 

・ 大学院学位を有する生物・医学研究者 

・ 教育者、教員 

・ その他、1名以上の構成員 

追加の専門家: 多くの研究発表に対して、適切な評価を行うためにそ

の他の専門知識を必要とする (例：バイオセーフティ、人体へのリスク)。

もしも、科学審査委員会(SRC)が構成員の中の 1 人を専門家として必要

とし、その人物がその直接の分野の専門家ではない場合、外部の専門

家との文書によるすべてのやり取りが提出されなければならない。また、

動物に関する研究がある場合は、適切な動物の管理方法に精通した最

低 1 名以上の構成員がいなければならない。研究の種類によっては、

この人物は獣医、または研究対象となっている種で動物管理提供者とし

ての経験があり、教育訓練を受けた者であるとよい。 

 

科学審査委員会(SRC)は以下の点ついて各研究発表を審査する。 

・ 適切な監督がなされているか 

・ 記入済みの書類の署名・日付、事前承認の日付が適切であるか(必

要とされた場合) 

・ 適切なチーム構成であるか 

・ 人を対象および動物の研究、また潜在的な危険性のある生物学的

作用物質の研究に適用されるルール・法律を順守しているか 

・ ISEF倫理規定を順守しているか 

・ 適切な研究技術を使用しているか 

・ リスクが適切に評価されているか 

・ 動物の使用にあたり代替手段の有無を調べた痕跡があるか 

・ 動物を思いやりを持って取り扱っているか 

・ 継続研究における研究の発展に関する文書が適切であるか 

・ 文献調査と適切な引用がなされているか 

 

 

研究倫理審査委員会(IRB) 

研究倫理審査委員会(IRB）とは、連邦規則 (45-CFR-46) に基づき、人

を対象とする研究を含む、潜在的な身体的・精神的リスクについて評価

する委員会である。人を対象とした研究は、実験開始前に研究倫理審

査委員会(IRB）による審査および承認を受けなければならない。これに

は、研究で行われるアンケート調査も含まれる。 

 

連邦規則では、地域社会の関与が必要である。したがって、人を対象と

した研究プロジェクトを行うためには、学校レベルで研究倫理審査委員

会(IRB）を設置することが望ましい。必要であれば、ISEF 提携フェアの

科学審査委員会（SRC）が研究倫理審査委員会(IRB）としての役割を果た

すことができる。研究倫理審査委員会(IRB）は、最低で3人メンバーで構

成されなければならない。 

・教育者、教員 

・学校の管理者 (校長あるいは副校長が望ましい) 

・医学および心理学の専門家。医学または心理学の専門家とは、医師、

看護師、心理学者、社会福祉士や臨床心理士、臨床専門カウンセラー

である。研究内容によって、メンバーを入れ替える必要がある。この人

は、特定の研究に関する身体的、心理的リスクについて知識があり、評

価が可能でなければならない。 

 

その他の専門家: 研究倫理審査委員会(IRB）に該当する者が地域にお

いて見つからない場合、外部の専門家との連絡を文書化することが推

奨される。専門家との連絡 (例：E-mail) のコピーはすべて Form 4 に添

付すること。またそのコピーは、専門家の署名の代わりとして使用するこ

とができる。 

 

研究倫理審査委員会(IRB）は、連邦規則に則った指定研究機関に設置

されている (例：大学、病院、アメリカ国立衛生研究所(NIH)、矯正施設な

ど)。研究の参加者が刑務所内で矯正中の場合は、研究倫理審査委員

会(IRB）に囚人擁護者が含まれなければならない。研究倫理審査委員

会(IRB）は、その研究機関で行われた、もしくはその研究機関が支援し

ていたすべての研究を審査し、承認しなければならない。指導者と地域

の研究倫理審査委員会(IRB）は、その研究が生徒にとって適切なもので

あり、かつ ISEFのルールに従っていることを確かめる責任を負う。 

 

研究倫理審査委員会(IRB）のメンバーは、研究計画を徹底的に検討し、

プロジェクトを承認するか、参加者へのリスクを軽減するために方法の

修正や監督（QS など）の追加を要求するか、プロジェクトが学生の研究

としてふさわしくないと判断するかを、一括して決定する責任がある。

IRBは、リスクレベルの決定をHuman Participant Form 4に記録する。 
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もしフェアの科学審査委員会(SRC)が研究倫理審査委員会(IRB）の決定

が不適切で、人を対象とした研究の対象者が危険にさらされたと判断し

た場合、フェア直前の審査において、科学審査委員会(SRC)は研究倫

理審査委員会(IRB）の決定を無効とし、その研究作品のコンテストへの

出場資格を剥奪することもある。研究倫理審査委員会(IRB）は、何らかの

疑義がある場合、その地域や提携フェアの科学審査委員会(SRC)や、

ISEF科学審査委員会(SRC)と協議することが望ましい。 

 

科学審査委員会(SRC)と研究倫理審査委員会(IRB)の合
同審査委員会 

科学審査委員会(SRC)と研究倫理審査委員会(IRB)の双方の条件を満た

すメンバーで構成される場合に限り、合同審査委員会にすることが許さ

れる。 

 

大学等の指定研究機関・産業施設審査委員会 

指定研究機関：大学等の指定研究機関はアメリカ合衆国内で専門の研

究・教育機関として定められており、定期的にアメリカ合衆国農務省

(USDA)より監査を受け、動物保護法とアメリカ合衆国公衆衛生局(U.S. 

PHS)の方針によって動物の使用を許可されている。米国国立衛生研究

所、退役軍人病院、アメリカ疾病予防管理センターのような全ての連邦

研究所も含まれる。さらに製薬企業やバイオ企業、研究機関は、動物保

護法に適用されない有用な実験動物を利用しているが、この定義を含

んだアメリカ連邦法に従い運営される動物管理使用委員会を持つ。アメ

リカ国外で行われた研究は、各国の法に法っている米国のものとほぼ

同等な大学等の指定研究機関が脊椎動物の管理、使用を監督する。 

指定研究機関もしくは産業施設で実施する特定分野の研究は、連邦政

府委任の各機関に設置された以下の委員会による審査・承認を必要と

する。 

・ 研究機関の動物実験委員会、動物実験委員会、動物倫理委員会 

・ 研究倫理審査委員会(IRB）、人を対象とした研究プログラム (HSPP) 

・ 研究機関のバイオセーフティ委員会 (IBC) 

・ 胚性幹細胞研究監視委員会(ESCRO) 

・ 安全審査委員会 

生徒の研究を支援するために設立された研究施設のような、独立また

は個人の研究施設は、指定研究機関としての監督や組織の要件を満た

していません。したがって、国際規則や施設内で実施可能なプロジェク

トに関しては、そのような研究施設は高等学校の研究施設と同様である

と見なします。書類の提出に際して、そのような施設は大人による監督と

研究環境について説明するために、大学等の指定研究機関の書類(1C)

を提出することができる。 

 

 

ISEF科学審査委員会（ISEF SRC） 

すべての研究作品は、フェアのコンテスト前に ISEF 科学審査委員会

(SRC)によって審査される。ISEF 科学審査委員会(SRC)は、ISEF におい

て、プロジェクトの出場資格に対する最終決定権を持っている。フェア

の前に委員は、ISEF のルールに研究作品が適合していることを確認す

るため、研究計画とすべての必要書類を審査する。ISEF 科学審査委員

会(SRC)は、ISEF 前に生徒に対して追加の情報を要求したり、出場資格

を確かめるために出場候補者にフェアにおいて質問したりすることがあ

る。 

ISEF 科学審査委員会(SRC)は、提携フェアの科学審査委員会(SRC)と

同様に、研究規則について熟知した成人によって構成される。委員は、

ISEF においてすべての研究作品の審査を行うのに加えて、年間を通じ

て生徒・教員からの質問に回答する。ISEF 科学審査委員会(SRC)とは

次のアドレスから連絡を取ることができる。  

SRC@societyforscience.org  

2023年の ISEF SRCのメンバー： 

氏名は省略 

  

mailto:SRC@societyforscience.org
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人を対象とした研究に関する規定 
人を研究対象者とする場合の規定 

 
研究にあたる生徒が、研究者と同様の法令を遵守し、研究に参加する

人と研究にあたる生徒の両方の快適な生活を保護するため、以下のル

ールが策定された。生徒が人を対象とした研究を行う場合は、研究に参

加する者の健康と快適な生活が最も優先されなければならない。 

連邦規則 45（CFR46）によれば、人を対象とした研究では、(1)研究者と

の接触や介入によってデータやサンプルを取得する、または（２）個人を

特定できる情報を取得すると定義される。 

人を対象とした研究とみなされるプロジェクトの例としては以下の通り。 

・ 身体活動に関わる研究 (例：身体運動、任意の物質の摂取、任意の

医学的処置) 

・ 心理学的、教育学的、および意見に関する研究 (例：調査、アンケ

ート、テスト) 

・ 研究者が調査対象となっている研究 

・ 生徒が考案した発明、試作品、コンピューターアプリケーションの研

究にあたる生徒以外の被験者に対するテスト 

・ 生徒が考案した発明または構想の、研究にあたる生徒以外の被験

者に対するテスト 

・ 非識別/匿名化されていないデータ・記録を閲覧する研究（例えば、

名前、生年月日、電話番号など個人の特定が可能なもの） 

・ 行動観察の研究で、 

a. 観察対象者と接触がある場合、または研究者が環境を変えた場

合（例：標識を掲示、物体を配置） 

b. 一般に開放されていない、または立ち入りが制限された場所で

の研究 (例：デイケア施設、診察室) 

c. 個人を特定できる情報の記録が行われる場合 

 

ルール 

1. 研究にあたる生徒は「研究計画の手引き」の人を対象とした研究に

関する全ての項目を網羅し､被験者の身体的､心理的､そしてプラ

イバシーに関するリスクを評価/最小化しなければならない。詳細

は、6 ページ、11 ページのリスク評価および、オンラインリスク評価

ガイドを参照にすること。 

https://sspcdn.blob.core.windows.net/files/Documents/SEP/ISEF/

Resources/Risk-Assessment-Guide.pdf 

2. 人を対象とした研究は変更/修正を含めて被験者との接触（対象者

の募集、データ収集等）を開始するのに先立って研究倫理審査委

員会(IRB）による審査/承認を受けなければならない。研究倫理審

査委員会(IRB）は研究の身体的/精神的リスクを評価し、計画が生

徒による研究として適切か、また研究にあたる生徒と被験者にとっ

て安全か判断しなければならない。 

a. 学校や家庭など指定研究機関（RRI）ではない場所で実施する

研究については、対象者の募集あるいは対象者との接触以前

に学校の研究倫理審査委員会(IRB）による審査・承認を受けるこ

と。学校の研究倫理審査委員会(IRB）は研究のリスクを評価し、

その決定をForm 4に文書化する必要がある。 

b. 指定研究機関（RRI） (大学、病院、政府の研究室、矯正施設等) 

で実施する研究については、その機関の研究倫理審査委員会

(IRB）による審査・承認を受けること。研究に関する研究倫理審

査委員会(IRB）からの公文書の写しが 1 部必要である。メンター

あるいは専門科学者からの文書は、指定研究機関（RRI）の研究

倫理審査委員会(IRB）による審査/承認過程のおいて十分な書

類にはならない。 

3. 研究にあたる生徒は、学校または指定研究機関（RRI）の研究倫理

審査委員会（IRB）による決定に応じなければ、対象者との接触（対

象者の募集、データ収集等）を行ってはならない。 

a. 研究倫理審査委員会（IRB）により専門科学者（QS）が必要と判断

された場合、専門科学者が Form 2 を完成させるまで対象者と

の接触を行ってはならない。学校の IRBは、研究の承認の前に

Form 2 の審査を行う。 

b. 研究倫理審査委員（IRB）により指導責任者（DS）が必要と判断さ

れた場合、指導責任者が Form ３ を完成させるまで対象者と

の接触を行ってはならない。学校の IRBは、研究の承認の前に

Form 3 の審査を行う。 

c. インフォームドコンセント（内容をよく説明した上での相手の同

意）または、親の許可を得る際に必要な手続きについては、下

記のルール 4を参照。 

4. 被験者は、同意書（必要に応じて保護者の同意書）を研究者に提

出した後に研究に参加できる。成人の被験者は自身で承諾するこ

とができる。18 歳未満の被験者かつ/または自身で承諾するのが

困難な被験者（例：発達障害者など）は保護者の承諾が必要となる。 

学校の研究倫理審査委員会 (IRB）は、被験者の承諾/同意/保護者

の同意が a) 口頭で十分かあるいは、b) 書面が必要かを判断する。

被験者の承諾についてのより詳しい説明は 9 ページのリスク評価お

よびオンラインリスク評価ガイドを参照すること。 

a. 被験者による同意を得るために研究者は､被験者（および必要

に応じてその保護者）に研究の特性、研究に参加することによ

って生じるリスクおよび享受できる利益についてのすべての情

報を提供する必要がある。これにより被験者および保護者は研

究への参加可否を判断する材料とする。 

b. 被験者は研究への参加は任意であることを知らされていなけれ

ばならず（被験者が不参加や参加を中止したことにより悪影響

がない場合であっても、被験者が参加可否を判断できる。）また､

いつでも参加を中止することができる。 

c. インフォームドコンセントは強制力を持たない。 

d. 保護者の書いた許可状が必要で、調査を含む研究の場合、そ

の調査には同意書が添付される必要がある。 

e. 研究にあたる生徒は、研究が特定の条件を満たしている場合、

研究計画書に研究倫理審査委員会（IRB）の同意/保護者の同

意の書面を免除することを要求できる。被験者の承諾/同意/保

護者の同意が免除される条件についての詳細は、「研究倫理審

査委員会（IRB）の書面による承諾/保護者の同意の免除」を参

照すること。 

5. 医療情報を含む研究の事前審査の際には、該当するすべてのプ

ライバシーに関する法律を遵守すること （例えば、米国の FERPA

およびHIPAA)｡  

https://sspcdn.blob.core.windows.net/files/Documents/SEP/ISEF/Resources/Online-Survey-Consent-Procedures.pdf
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6. 研究に当たる生徒が独自に、病気の診断、薬の投与、被験者への

医療行為を行うことを禁止する。 

a. 研究に当たる生徒は、資格を持った医療従事者／専門家の直

接の監督下でのみ、医療処置、投薬／治療の効果、および病

気の診断の分析のための観察やデータ収集をすることが許さ

れる。生徒は、自分以外の人に対して採血や素他の医療処置

を行うことを禁止する。 

b. この医療従事者／専門家は、研究倫理審査委員会 (IRB)によっ

て承認された研究計画／プロトコルの中で任命されなければな

らない。また、 研究倫理審査委員会 (IRB) は、学生が研究を

行っている地域または国の適切な慣行法（医療、看護、薬学な

ど）に違反していないことを確認しなければならない。 

c. 生徒が診断または医療情報を医療専門家の直接の監修と関与

なしに参加者に提供することは禁止されている。これには FDA

の適切な承認を得ずに診断用アプリを公共のウェブストアやア

プリストアに公開することも含まれています。 

7.  研究にあたる生徒は、書面による同意なく、被験者を特定できる情

報 (写真を含む) をレポートの中で公開・表示できない (公衆衛生

法第42条、USC 241 (d)を参照)。 

8.  公にされていない手法は、専門科学者が管理・記録・解釈しなけれ

ばならない。実験結果の使用や公表は、出版社の要求に従うこと 

9.  インターネットを利用したデータ収集 (例：E メール、ウェブサイト調

査) を行う研究は認められるが､研究者は次のようなことにより異議

が申し立てられることを留意しておくべきである。 

a. オンライン調査の実施に際して未成年者の含む研究はインフォ

ームドコンセントが必要であり、未成年者に調査を実施する前

に未成年者の親または保護者が書面で同意しなければならな

い。親の同意書を取得する手順は研究計画書に記載すること。 

b. 参加者の秘密を守るため、提供されたデータと同様、IP アドレ

スを安全に保護することは極めて重要である。注意事項は研究

計画書に記載されている。 

上記 9a および 9b に従うための方法についての提案については

オンライン調査への同意の手順」を参照のこと。 

10.  IRBの最初の承認後、研究計画の変更提案のある生徒は、IRBに

よる承認過程を再び受け、承認を得てから対象者との接触（対象者

の募集、データ収集等）を行う。 

11.  実験後、提携コンテストへの出場の直前に､科学審査委員会

(SRC)が改めて研究を審査し､すべての規則を遵守していることを

確認する。 

12.  人を対象とした研究には、次の書類が必要となる。 

a. Checklist for Adult Sponsor (1)、Student Checklist (1A)、Research 

PlanおよびApproval Form (1B) 

b. Human Subjects Form (4)もしくは RRIの IRBによる承認－同意

と調査が必要な場合 

c. Regulated Research Institution Form (1C) – 必要な場合 

d. Qualified Scientist Form (2) - 必要な場合 

e. Risk Assessment (3) - 必要な場合 

 

研究倫理審査委員会（IRB）の書面による被験者の承
諾/保護者の同意の免除 

研究倫理審査委員会（IRB）は、研究に最小限のリスクと匿名のデ

ータ取集しか含まれておらず、以下のいずれかである場合、書面

による被験者の承諾/同意/保護者の同意が分かる書面を免除す

ることができる。 

1. 通常の教育実践を含む研究 

2. 個人や集団の行動、また個人の特徴に関する調査のうち、研究者

が対象者の行動を操作せず、最小限のリスク以上を伴うものでは

ないと判断される研究。 

3. 研究倫理審査委員会（IRB）が認識、認知、ゲーム理論などを含む

と判断し、個人情報の収集、プライバシーの侵害または精神的苦

痛の可能性を伴わない調査、アンケート、活動 

4. 身体的活動に関する研究のうち、研究倫理審査委員会（IRB）に最

小限のリスクしかないと判断され、また調査による身体的・精神的な

負担の度合いや確率が、日常生活または日常的な身体活動時に

かかるものと同程度あるいはそれ以下であるもの。 

以上について少しでも確実と判断できない場合、被験者の承諾/同意/

保護者の同意に関する書面を用意することが強く推奨される。 

 

生徒が考案した発明や試作品、コンピューターアプリ
ケーション、エンジニアリング/デザイン研究、商品、
製品試験に関わる被験者 

被験者によって評価する生徒が考案した発明や試作品、コンピュータ

ーアプリケーション、エンジニアリング/デザイン研究、発明や商品のテ

ストを伴う製品試験は、個々の装置の試験や試用に関する潜在的なリス

クへ注意を払う必要がある。 

1. 生徒により考案された発明品、試作品、アプリケーションなどが、

研究において成人の被験者が必要で、研究に当たる生徒、または

保護者/指導者/専門科学者(QS)/指導責任者(DS)の1人以外の参

加者によってテストされる場合は、IRB による審査および事前承認

が必要である。これには、潜在的な使用、発明品や商品の評価ま

たは、プロジェクト／製品に対する意見に関しての調査も含まれる。

ただし、研究分野の専門家からの専門的なフィードバックに適用

することを目的としたものではない。 

2. 発明、試作品、プロジェクトが医療診断やインターベンション治療

（FDA または医療行為法によって定義される）を含み、被験者によ

って試験されるような研究の場合は、必ず医療行為の禁止に関す

る人を対象とした研究に関する規定の６を遵守し、適切な資格を持

ち、研究対象となる医療診断やインターベンション治療の分野の

専門である医療専門家の監督を受けなければならない。 

3.  リスク評価のための書類（Risk Assessment Form 3）は、生徒により考

案された発明品や試作品、商品に関わるプロジェクトで、人を対象

とした試験を行う全てのプロジェクトで提出が求めらる。 

 

適用免除（IRBによる事前審査および被験者の書類を必
要としない） 

人を対象とした研究の中でも研究倫理審査委員会(IRB）の事前審査や人

を対象とした研究に関する書類を免除されるものがある｡ISEF および提携

フェアにおいてこれに該当する研究は以下の通り。 

1. 生徒が考案した発明や試作品、コンピューターアプリケーション、

エンジニアリング/デザイン研究、商品の試験が、その研究にあた

る生徒のみによって行われていること。またこれにより健康や安全

性への被害を起こさないことが条件となる。 
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a. 研究において成人の被験者が必要な場合で、保護者、指導

者/専門科学者(QS)/指導責任者(DS)の 1 名が被験者になる

ときも免除される。 

b. この様なプロジェクトの全てで、リスク評価のための書類

(Risk Assessment Form 3)を作成する必要がある。 

c. プロジェクトに研究にあたる生徒以外が関わる場合や、商品

/発明/試作品/アプリケーションの試験に人間的変数や要

因（睡眠時間、被験者の体力や持久力など）を導入する場合

は、 IRBによる審査および事前承認が必要である。 

2. 公開済みで人との接触を伴わない既存のデータ（野球統計、犯罪

統計など）または生徒が研究を目的として対象者から収集したデ

ータの中から得られたデータ/記録を見直す形式の研究 

3. 立ち入りが自由で一般に開放された場面 (例：ショッピングモール、

公園) での行動観察で、以下のすべてに該当するもの 

a. 研究者と観察対象者との間に接触がない 

b. 研究者が環境を操作しない 

c. 研究者が個人を特定できるデータを一切記録しない 

4. 研究の過程で生徒が、非識別/匿名形式の過去に得られたデータ

を得る場合であり､以下の両方に該当する場合 

a. データを提供する専門家により､当該データは正しく非識別化

されプライバシーおよび HIPAA 法が遵守されている旨を書面

で認証していること 

b. 提携フェアの科学審査委員会(SRC)が、指導者からの書面にて

そのデータが正しく非識別化されていることを確認すること  
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被験者や研究倫理審査委員会（IRB）の情報源 
この情報を被験者が参加する研究におけるリスクの段階を定めるのに利用すること。 

 

人を対象とする全ての研究は、ある程度のリスクがあるとみなされる。 

 

最小限のリスクしかないとは、研究を行う上で予測される害や不快感を生じる可能性が、日常生活で可能性のある関係者が普通に遭遇するものや日

常的な肉体的または心理的検査で通常受ける影響より大きくない場合を指す。 

 

最小限のリスクを超えるとは、守秘義務違反またはプライバシー侵害に関連する身体的または心理的な害やその可能性が、日常生活で普通に遭遇

するものよりも大きい場合を指す。これらの研究のほとんどは、親や保護者の許可を得て、文章化されたインフォームドコンセントまたは簡易的な同意

書が必要である（該当する場合）。 

 

1. 身体的な最小限のリスクを超える例 

a. 被験者が日常生活で普通に行っている以上の運動。 

b. 物質の摂取、試飲、匂いを嗅ぐこと、または、塗布すること。しかし、一般に入手可能な食品や飲料の摂取、試飲が行われる研究のリスクに関

しては、研究倫理審査委員会(IRB）がその研究の性質や地域の慣例に基づいてリスクレベルを設定し、評価を行う。 

c. 潜在的に有害な物質への暴露。 

2. 心理的な最小限のリスクを超える例 

感情的ストレスをもたらす可能性のある研究活動（例：調査、アンケート、刺激的なものの鑑賞）や実験環境。例えば性的もしくは身体的な虐待、

離婚、うつ病、不安などの個人的経験に関する質問に回答させることや、うつ病、不安、自尊心を傷つけたりするような質問に回答すること、暴力

的で生々しい悲惨な映像・画像を見せることなどがあげられる。 

3. プライバシー配慮 

a. 研究を行う生徒と研究倫理審査委員会(IRB）は、プライバシー侵害または守秘義務違反によって、被験者に悪影響をもたらす可能性がないか、

個別の研究を精査しなければならない。守秘義務を履行するためには、個人を特定可能な研究データが絶対に外部者や許可しない者に公

開されないように対策することが必要である。 

b. 守秘義務を履行することや、厳密に匿名化したデータを収集することで、研究のリスクレベルを下げることができる。そのためには、研究デー

タとデータを提供した個人とを結びつけることができないような方法によって研究データを収集する必要がある。 

4. リスクグループ 

研究の被験者のうち一人でも以下のグループに該当する場合、研究倫理審査委員会（IRB）と研究にあたる生徒は、研究を行う上で特別な保護

や調整が必要であるか検討すること。 

a. 例： 妊娠中の女性、発達障害者、経済的・教育的弱者、癌、喘息、糖尿病、AIDS、失読症、心臓病、精神障害、学習障害など 

b. 連邦規定または指針による保護を受けている特別な弱者のグループ（例：子供や未成年者、囚人、妊娠中の女性、障害者教育法（IDEA）に基

づくサービスを受けている生徒） 

 

リスク評価の更なる情報については、オンラインのリスク評価ガイドおよびオンラインの調査同意手順を参照すること。  

https://sspcdn.blob.core.windows.net/files/Documents/SEP/ISEF/Resources/Risk-Assessment-Guide.pdf
https://sspcdn.blob.core.windows.net/files/Documents/SEP/ISEF/Resources/Online-Survey-Consent-Procedures.pdf
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脊椎動物に関するルール 

 
研究にあたる生徒が、研究者と同様の法令を遵守し、実験動物と研究に

あたる生徒の両方の快適な生活を保護するため、以下のルールが策定

された。生徒が動物を用いて研究を行う際は、動物の健康と動物福祉

（アニマルウェルフェア）が優先される。 

 

ISEF 主催者の SSP は、動物以外の研究方法を強く推奨し、動物研究の

代替手段の使用を促す。研究において動物を使用するための指針に

は、以下の「４つのR」が含まれる。 

・ Replace （置き換える）： 可能であれば脊椎動物を無脊椎動物、比

較的単純な生き物、組織・細胞培養、あるいはコンピュータシミュレ

ーションに置き換える 

・ Reduce （数を減らす）： 統計学的妥当性を損なうことなく、使用する

動物の数を減らす 

・ Refine （苦痛の軽減）： 動物に対する痛みや苦痛を最小限に抑え

るために実験手順を改善する 

・ Respect （敬意を払う）： 動物および研究への貢献に敬意を払う。 

研究において脊椎動物の使用が避けられない場合、生徒は動物の使

用を減らして代替方法を考え、動物の使用方法を改良しなくてはならな

い。 

脊椎動物を用いるすべての研究は、下記の規則を順守し、さらに実験

の性質と研究施設によって、セクション A またはセクション B のいずれ

かのルールを守らなければならない。 

動物組織が、生徒の研究計画以外の目的で安楽死させられた動物から

採取された場合、その研究は、脊椎動物ではなく、動物組織研究と考え

る。（大学等の指定研究機関で実施された研究から得られた動物組織の

使用には、研究機関名、研究の名称、研究機関の動物実験委員会

(IACUC)承認番号、IACUC 承認日が記載された IACUC 承認のコピー

が必要）。生徒は脊椎動物の研究を観察してもよいが、脊椎動物の動物

実験に直接関わったり、操作したりしないこと。 

 

これらのルールに従って、脊椎動物とは以下のように定義する: 

1. ヒト以外のすべての脊椎動物（魚類を含む）で孵化もしくは生まれ

てきたもの 

2. ヒト以外の哺乳類の生きている胚また胎児 

3. オタマジャクシ 

4. 鳥類および爬虫類の卵のうち、孵化する 72 時間前から孵化直前

のもの 

例外：ゼブラフィッシュは認知神経の発達が遅いため、受精後 7 日（168

時間）までは脊椎動物とみなされず、使用することができる。ただし、実

験を行った時期にかかわらず、7 日を過ぎても生存している場合は、脊

椎動物とみなし、全研究において、以下のすべての規則に従う。 

 

全ての脊椎動物を対象とした研究に関する
ルール 

1. 脊椎動物を用いる全ての研究は、以下の内容が研究計画に含ま

なければならない。 

a. 動物種を選択した理由、動物の入手先、使用する動物の数を含

めて、動物を使用しなければならない正当な理由を示す。動物

使用の代わる手段として検討した結果、そしてその代替案が受

け入れられない理由を述べること。この研究が、生物学や医学

といった広い分野にもたらす可能性のある影響や貢献につい

て説明すること。 

b. 動物をどのように使用するかの説明。 実験計画やデータ分析

などの方法や手順も含む。実験を行う過程で動物に対する不

快感、苦痛、痛み、負傷の可能性を最小限にする手順を記述

する。使用予定の動物の種、系統、性別、年齢、体重、入手先、

および数を特定すること。 

2. 脊椎動物を用いるすべての研究は、実験開始前に審査され、承認

を受けなければならない。研究機関の動物実験委員会（IACUC）

は、大学等の指定研究機関で行われるすべての動物実験につい

て、その研究機関における審査・承認する組織である。地方または

提携フェアの科学審査委員会(SRC)は、学校、家、野外で行われる

脊椎動物の研究に対して審査機関と同等の役割を担う。この役割

を担う提携フェアの科学審査委員会(SRC)には、実験に使われる

動物についての知識と経験を有する獣医師あるいは動物の飼育

専門家が含まれなければならない。 

3. 脊椎動物の研究を行う生徒は、米国連邦法とともに、研究を行う地

方、州、国の法律や規制を順守しなければならない。 

4. 瞬間的なあるいは軽微な痛みや苦痛を与える研究は禁止する。も

し、病気や予期せぬ体重減少があった場合、これについて調査し、

また、獣医師に相談し、必要な医療措置を受けなくてはならない。

この調査は、専門科学者、病気を診断する資格のある指導責任者、

あるいは獣医師によって文書化しなければならない。もし、病気や

苦痛が研究によって引き起こされているのであれば、実験は直ち

に中止しなければならない。 

5. 実験手順による脊椎動物の死は、いかなるグループまたはサブグ

ループにおいても認められていない。 

a. 脊椎動物が死ぬように計画される、または死が予測される研究

は禁止する。 

b. 実験動物が死亡した場合は、その死因が偶然によるものか、実

験手順によるものかを判断できる獣医師、専門科学者、資格の

ある指導責任者によって調査が行われなければならない。研

究プロジェクトは、原因が判明するまで中断し、その後、結果は

文書で記録しなければならない。 

c. 死因が実験手順によるものであった場合、その研究は中止しな

くてはならない。また、その研究プロジェクトはコンテスト出場資

格が与えられない。 

6. すべての動物の苦痛の兆候を観察しなければならない。急激な体

重の減少はストレスの兆候の一つであるため、体重は最低でも毎

週記録を取らなくてはいけない。この時、実験動物や対照実験用

動物の体重の減少、もしくは生育の遅延は（コントロールに比べ）

最大でも 15%に抑えること。動物の計量が研究者と動物の両方にと

って安全な方法でできない場合は、苦痛の兆候に対処する代替

方法はもちろん、SRC 又は IACUC による説明と承認を含む必要

がある。さらに、体調数値化システム（BCS）は、研究と農業に用い

られる大抵の動物に利用可能であり、動物の体重の減少の有無に

かかわらず、健康状態を評価することができる客観的手法である。
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BCS システムは、生きた脊椎動物を用いるのであれば、研究計画

に含まれている必要があり、検査結果は記録されるべきである。 

7. 生徒が、次のような脊椎動物の研究を計画したり実施したりするこ

とを禁止する。 

a. 痛みや苦痛、死をもたらす可能性があると知られている有害物

質（アルコール、酸性雨、農薬、重金属、その他を含む）を用い

た毒性作用を調べる研究 

b. 嫌悪感刺激、母子分離、絶望感を誘発するといった条件を用い

た行動実験 

c. 痛みの研究 

d. 捕食者・脊椎動物の被食者の実験 

8. 食物や水分の摂取制限を伴う実験計画については、その計画の

妥当性の理由が必要であり、その動物種にとって適切なものでな

ければならない。もし、18 時間を越える制限がされる場合は、研究

機関の動物実験委員会（IACUC）による審査と承認が必要であり、

大学等の指定研究機関で行われなければならない。 

9. 動物を野生生物管理機関や監督官庁の承認を得ずに野外から捕

獲したり、放ったりしてはならない。ストレスを低減するために適切

な扱いと予防策が最大限実施されなければならない。魚類につい

ては、研究者が魚を傷つけることなく放流し、適切な漁業権を有し、

州や地方や国の漁業法を順守する場合に限り、野外から採取して

もよい。電気漁法は教育訓練を受けた指導者のみが行うことを許

可され、生徒が行ってはならない。 

10. 脊椎動物を用いるすべての研究は、観察のみの研究を除き、専門

科学者または指導責任者が直接指導しなければならない。 

11. 科学審査委員会(SRC)による承認を受けた後に研究計画を変更し

た場合は、実験室での実験やデータ収集を再開する前に、再び

承認手続きを行わなければならない。 

 

Ａ 学校・家庭・野外で実施される研究に関する追加ルー
ル 

脊椎動物を対象とした研究は、家庭、学校、農場、牧場、野外などで行う

こともできる。これは以下の場合である。 

a. 自然環境における動物の研究 

b. 動物園における動物の研究 

c. 通常の農畜産業における家畜の研究 

d. 標準的な養殖をされた魚類の研究 

これらのプロジェクトは、獣医師または研究対象の動物種について教育

訓練や経験を積んだ動物の飼育専門家をメンバーに含む科学審査委

員会（SRC）によって、審査と承認を受けなければならない。 

1. これらのプロジェクトは、次の両方の基準を満たさなければならな

い。 

a. 農学、行動、観察、または補助栄養についての動物の研究の

みであること 

かつ 

b. 動物の健康と動物福祉（アニマルウェルフェア）に悪影響をもた

らさないような非侵襲的で非侵入的な方法のみを用いる研究で

あること 

上記の基準を満たしていない脊椎動物を対象としたすべての研究

は、大学等の指定研究機関で行わなければならない。セクションB

を参照のこと。 

2. 動物は丁寧に扱い、適切に世話しなければならない。動物は、そ

の種に適した清潔で換気の良い快適な環境に収容しなければな

らない。継続的に、きれいな（汚染していない）水と食餌を与えなけ

ればならない。かご、檻、水槽は頻繁に清掃すること。週末、祝日、

長期休暇期間を含めて常に適切な世話をしなければならない。健

康状態を確認するために動物を毎日観察すること。日々の飼育状

況を指導責任者が監視する必要がある。動物の飼育に関するさら

なる手引きは、以下の米国の文書に書かれている。 

・ 連邦動物福祉規則 

・ 実験動物の管理と使用に関する指針 

・ 農業研究と教育のための家畜の取り扱いと使用法の関す

る指針 

・ 品質保証手引き（該当する場合） 

3. 地域または提携フェアの科学審査委員会(SRC)は、研究計画と動

物の飼育計画に獣医師の承認が必要かどうか判断しなければなら

ない。この承認は、科学審査委員会(SRC)の認可と同様に実験の

前に必要とされ、脊椎動物の書類(5A)に記載しなければならない。

動物の日常生活で通常は起こらないような栄養補助、処方薬の投

与、および活動が行われる実験は、獣医師が承認しなければなら

ない。 

4. 病気または緊急事態が発生した場合、その動物に対して獣医師の

指示に従って適切な医療および看護を行わなければならない。実

験動物に予期せぬ体重減少や死が起きた場合、生徒は実験を中

止しなければならない。病気または死亡の原因が 実験手順と無

関係であり、その原因を排除する適切な処置が講じられる場合の

み実験を再開できる。死因が実験手順によるものである場合、その

研究は中止しなければならず、コンテストには出場できない。 

5. 動物の最終的な処分については、責任ある倫理的な方法で行わ

れなければならず、脊椎動物に関する書類(5A) に記載しなけれ

ばならない。 

6. 組織の抽出や病理解析のための安楽死は、学校、自宅、野外で実

施されるプロジェクトでは許可されない。 

7. 標準的な畜産や養殖による生産で食用に育てられた家畜や魚類

は、死骸の評価のため、資格をもった大人による安楽死は許可さ

れる。 

8. 下記の書類を提出すること。 

a. Checklist for Adult Sponsor指導者用のチェックリスト(1）、Student 

Checklist 生徒用のチェックリスト (1A)、Approval Form 承認書

類(1B) 

b. Vertebrate Animal Form 脊椎動物に関する書類(5A) 

c. Qualified Scientist Form 専門科学者の書類(2) - 必要な場合 

 

Ｂ 大学等の指定研究機関で実施される研究に関する追
加ルール 

セクションAの基準を満たさないが、その他の条件では ISEFのルール

で認められるすべての研究は、大学等の指定研究機関（RRI）で行う必

要がある。米国内の指定研究機関は、USDA が定期的に検査を行って

おり、動物保護法に規定される動物の使用が許可され、米国公衆衛生

局規範の対象となる専門研究・教育機関と定義されている。また、国立

衛生研究所や退役軍人医療センターや疾病対策センターなどのすべ

ての連邦研究所が含まれる。さらに、動物保護法の管理下にはないが、

研究機関の動物実験委員会(IAUCC)が機能しており、米国連邦法に順
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守して実験動物を使用している製薬・バイオテクノロジー企業や研究機

関もこの定義に含まれる。米国以外で実施されるプロジェクトの場合、大

学等の指定研究機関とは、その国で脊椎動物の取り扱いについて定め

る法律を順守する同等の研究機関となる。 

 

大学等の指定研究機関で認められた実験手順でも、一部の手法は

ISEF 出場者には認められないものがある。大学等の指定研究機関の規

則の遵守は必要だが、十分ではない可能性がある。 

1. すべての研究計画は実験開始までに研究機関の動物実験委員会

（IACUC）もしくは同等の動物実験監視委員会から承認を受けなけ

ればならない。このような研究プロジェクトは、教授などの研究室

の責任者のもとで行わなければならない。また、地域の科学審査

委員会(SRC)は、ISEF のルールに準拠していることを証明するた

めに審査しなければならない。この地域の科学審査委員会（SRC）

の審査は、可能であれば、実験開始前に実施されるべきである。 

2. 生徒が安楽死を行なうことは禁止されている。組織摘出や病理解

析を目的とした実験の終了時には、安楽死が認められる。安楽死

の方法は全て、全米獣医協会のガイドラインを順守しなければな

らない。  

3. 許可された麻酔、鎮痛剤、または精神安定剤によって軽減されるこ

とのない、脊椎動物に対する瞬間的なあるいは僅かな痛みや苦痛

異常を与える研究は、禁止されている。 

4. 栄養欠乏に関する研究や効果のわかっていない物質や薬物を用

いた研究は、何らかの苦痛の医学的兆候が現れる時点まで行うこ

とができる。苦痛が観察された場合は、研究を中断し、栄養欠乏や

薬物効果を再検討しなければならない。原因となった要因を是正

する適切な処置がとられた場合にのみ研究を再開することができ

る。 

5. 下記の書類を提出すること 

a. Checklist for Adult Sponsor指導者用のチェックリスト(1）、Student 

Checklist 生徒用のチェックリスト (1A)、Approval Form 承認書

類(1B) 

b. Regulated Research Institution Form 大学等の指定研究機関の

書類(1C) 

c. Qualified Scientist Form専門科学者の書類(2) 

d. Vertebrate Animal Form脊椎動物に関する書類(5B) 

e. PHBA Risk Assessment Form 危険性のある生物および生物由

来の物質のリスク評価のための書類(6A)-生物の組織や体液を

扱う全ての研究が対象 

f. Human and Vertebrate Animal Tissue Form人および脊椎動物の

組織の書類(6B)-生物の組織や体液を扱う全ての研究が対象 

 

情報源についてはルールブックの末尾を参照のこと。 

適用免除（SRCの事前承認が必要ない） 

1. 動物の行動観察を行う研究は、以下のすべての条件を満たす場

合、科学審査委員会(SRC)の事前審査を免除される。 

a. 観察対象の動物に対して何の関与もしない 

b. 動物が生息する環境に何の操作も加えない。 

c. 連邦・州の農業、魚類、狩猟、および野生動物に関する全ての

法律や規制に適合している 
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潜在的危険性のある生物由来物質に関するルール 
微生物(細菌、ウイルス、ウイロイド、プリオン、リケッチア、菌類、寄生虫を含む)、遺伝子組換え技術、

人や動物の新鮮組織または凍結組織、血液や体液の使用に関するルール 

以下のルールは、生徒を危険性から守り、連邦政府ならびに国際的なバ

イオセーフティの規則および指針を確実に順守するために策定されたも

のである。生徒は、以下の条件とルールを満たす場合には、潜在的危険

性のある生物・生物剤を扱う研究を行うことが許可されている。 

 

潜在的危険性のある生物・生物剤を扱う場合、生徒および研究プロジェ

クトに関わるすべての大人は、リスク評価を行い、書類(Form 6A)に記載

する責任を持つ。これは、生物由来物質を用いたときに動物、植物、人

に対して起こる可能性のある有害性、被害、疾病のレベルを明示するた

めである。プロジェクトの進行は、バイオセーフティレベルによって決定

される。バイオセーフティレベルは、リスク評価によって決まる。実験施設

の環境が適切であり、すべての人が注意を払い、適切な監督が慎重に

計画を立てている場合にプロジェクトの進行が認められる。 

 

微生物、組換え DNA 技術、人や動物の新鮮組織または凍結組織、血液

や体液を用いるすべての研究では以下の規則を厳守しなければならず、

さらに研究内容によっては、A、B、または C のセクションの付則も順守し

なければならない。 

 

潜在的危険性のある生物・生物剤を用いるすべての研究
のルール 

1. 潜在的危険性のある微生物 (細菌、ウイルス、ウイロイド、プリオン、

リケッチア、菌類、寄生虫を含む)、組換え DNA 技術、人や動物の

新鮮組織または凍結組織、血液や体液の使用には、事前の調査お

よび承認が必要である。 

2. 提携フェアの科学審査委員会(SRC)、研究機関のバイオセーフティ

委員会(IBC)、研究機関の動物実験委員会(IACUC)は、実験開始前

に研究を承認すること。生徒と指導者が行った初期リスク評価につ

いては、その SRC、IBC、IACUCによる確認が必要である。 

3. 潜在的危険性のある生物・生物剤を培養して用いる実験は、例え 

BSL-1 相当の生物であっても、家庭環境で行うことは禁止されてい

る。しかしながら、提携フェアの科学審査委員会(SRC)によって定め

られた BSL 封じ込めに対応した実験室に直ちに輸送できる場合は、

家庭での検体の収集を認めることがある。 

4. バイオセーフティレベル 1（BSL-1）相当の研究は、BSL-1 あるいは

それ以上の実験室で行うこと。この場合、経験のある指導責任者ま

たは専門科学者が研究を監督する。生徒は一般的な微生物学実習

の適切な教育訓練を受けておくこと。 

5. バイオセーフティレベル 2(BSL-2)相当の研究は、BSL-2 以上の実

験室(一般的に大学等の指定研究機関限定)で行うこと。規制対象研

究機関が審査を必要とした場合には、当該研究は研究機関のバイ

オセーフティ委員会(IBC)による審査・承認を受ける必要である。中

高の BSL-2 実験室は科学審査委員会(SRC)による審査と承認が

必要である。研究は専門研究者が監督すること。 

6. 生徒は、BSL-3 または BSL-4 に関連した実験の計画または実施は

禁じられている。 

7. 臨床上重要な多剤耐性菌（MDRO）を培養するために設計された実

験室試験では、その使用に関する正当性を記述し、書類上で IBC 

委員会の審査・承認を受けた、少なくとも BSL-2 以上の研究機関の

研究室で実施しなければならない。代表的な例には、以下の既知

の薬剤が含まれるが、これらに限定されない：MRSA（メチシリン 耐

性黄色ブドウ球菌）、VISA / VRSA（バンコマイシン中間体または耐

性黄色ブドウ球菌）、VRE（バンコマイシン耐性腸球菌）、CRE（カル

バペネム抵抗性腸球菌）、ESBLs（グラム陰性菌を産生する拡張ス

ペクトルβ-ラクタマーゼ）、抗真菌剤に対する耐性が既知の真菌

（酵母またはカビ）。 

8. 生物工学による生物のクローン選択のために、抗生物質耐性マー

カーを挿入する際、以下のことが禁じられている。 

a.  学生が抗生物質耐性形質の挿入を行うこと。または人間、動物、ま

たは植物が持つ感染症に抵抗する能力に影響を与える可能性のあ

る形質を発現する生物を選択すること。 

b. 抗生物質耐性感染症の病理、発達、または治療を調査するために、

多剤耐性菌（MDRO）を設計または選択すること。 

9. 抗生物質耐性生物の選抜、継代培養を行う際は、細心の注意を払う

こと。もともと SRC の承認を免除されていた BSL-1 生物を含め、こ

のような生物を用いた研究では、少なくとも BSL-2 相当の実験設備

が必要である。 

10. プリオンに関するすべての研究は、専門科学者の監督のもと、大学

等の指定研究機関で実施しなければならない。 

11. 人や動物の汚物（下水汚泥を含む）を培養に用いる研究は、BSL-2

相当の研究とみなされる。 

12. 天然に存在する植物病原菌は、培養しなければ自宅で研究しても

よい。ただし、それを家や庭の環境に移植してはならない。 

13. すべての潜在的危険性のある生物・生物剤は、そのバイオセーフ

ティレベルに応じて実験終了時に適切に廃棄処分すること。BSL-1

または2相当生物の廃棄方法は次のようにおこなう。 BSL-1または

2 相当生物について、オートクレーブ 121℃、20 分）、10％漂白剤

（家庭用漂白剤を1：10に希釈したもの）の使用、廃棄、焼却など。ア

ルカリ加水分解、バイオセーフティ回収サービス、その他メーカー

推奨の方法が許可されている。 

14. 最初の地方あるいは提携フェアによる承認後、研究計画の変更を

希望する生徒は、変更前、かつ実験再開前までに、科学審査委員

会（SRC）または研究機関のバイオセーフティ委員会(IBC)の審査・

承認を再度受けること。 

15. 必要書類は次のとおりである。 

a. Checklist for Adult Sponsor指導者用のチェックリスト(1）、Student 

Checklist 生徒用のチェックリスト (1A)、Approval Form 承認書

類(1B) 

b. Regulated Research Institution Form大学等の指定研究機関の書

類(1C) - 必要な場合 

c. Qualified Scientist Form専門科学者の書類(2)- 必要な場合  



 

Page 16 

d. Risk assessment Formリスク評価のための書類(3) - 必要な場合 

e. PHBA Risk Assessment Form危険性のある生物および生物由来

の物質のリスク評価のための書類(6A)- 必要な場合 

f. Human and Vertebrate Animal Tissue Form人および脊椎動物の

組織の書類(6B) -組織および体液に関わるすべての研究 

 

Ａ 未知の微生物を対象とした研究に関するその他のル
ール 

未知の微生物を対象とした研究は、病原体となり得るものの存在、濃度、

病原性が不明であることから、努力目標を示す。科学フェアのプロジェク

トにおいて、これらの研究では、環境中 (例：土壌、家庭の床面、皮膚な

ど) から採取し培養した微生物が一般的に用いられる。 

1. 未知の微生物を対象とした研究は、以下の条件のもとでBSL-1相当

の研究として扱う。 

a. 生物はプラスチック製のペトリ皿（あるいは他の標準的な無菌の

壊れない容器）で培養し、密封する。 

b. 実験は、実験中ペトリ皿を密封したまま行える方法に限られる

(例：生物体またはコロニー数をカウントする実験)。 

c. 密封したペトリ皿は、指導責任者の監視のもとでオートクレーブ

または殺菌の後、廃棄処分する。 

2. 未知の微生物が入った培養容器を何らかの目的で開放する場合

（廃棄・滅菌のためは除く）は、BSL-2 相当の研究として扱われ、

BSL-2実験室の予防装置が必要である。 

 

Ｂ 遺伝子組換え技術を用いた研究に関するその他のル
ール 

遺伝子組換えされた微生物、および植物、動物を含む研究については、

リスクレベルの割り当てを評価するための詳細な検討が必要である。いく

つかの遺伝子組換え研究は、科学審査委員会（SRC）による事前審査を

受けたのち、高校のBSL-1実験室で実施することができる。 

1. BSL-1 相当の生物および BSL-1 宿主ベクター系、市販のキット含

むすべての遺伝子組換え実験は、少なくとも専門科学者または指

導責任者の監督下で行うこと。ただし、実験開始までに科学審査委

員会（SRC）の承認を受けること。例として、E. coli K12 株、S. 

cerevisiae、および B. subtilis 宿主ベクター系での DNA クローニン

グがある。 

2. 実験の過程でBSL-2相当になり得るBSL-1の生物を用いる遺伝子

組換え実験は、BSL-2の実験施設ですべて行うこと。 

3. BSL-2 相当の生物および BSL-2 宿主ベクター系が関わるすべて

の遺伝子組換え実験は、研究機関で実施し、該当する場合は実験

開始までに研究機関のバイオセーフティ委員会(IBC)の承認を受け

ること。 

4. 人、植物、または動物にとって毒素(ウイルスを含む)をコードする

DNAが含まれる組換え体の増殖は禁止されている。 

5. 生殖細胞の改変、遺伝子ドライブの挿入、迅速形質導入システム

（RTDS®）の使用などを含むすべてのゲノム改変は、BSL-2 相当の

研究に分類されるべきであり、大学等の指定研究機関で実施される

とともに、研究機関のバイオセーフティ委員会(IBC)による承認が必

要である。有資格研究者は、生徒の研究プロトコルが適切な内因性

および外因性の封じ込め予防措置に対処していることを保証するこ

とが求められる。 

6. 遺伝的に改変された種、外来種、侵入生物種（例えば、昆虫または

他の無脊椎動物、植物、脊椎動物）、病原体、毒性化学物質または

外来物質の環境への導入または処分は禁止されている。 生徒と指

導者は、地域、州、および国内の規制と検疫リストを参照する必要

がある。 

 

 

Ｃ 組織および体液（血液、血液製剤を含む）を対象とした
研究に関するその他のルール 

人および脊椎動物から取り出した新鮮/凍結組織、血液あるいは体液を

扱う研究では、微生物が含まれる可能性があり、それが病気を引き起こ

す恐れがある。したがって、適切なリスク評価が必要である。 

1. 人および／または非人類霊長類の株化細胞や組織培養株（例: ア

メリカタイプ株保存機関から得た株）を用いた研究は、ソース情報に

示されている通りに BSL-1 または BSL-2 レベルの生物体とみなさ

れ、扱われなければならない。その株のソースおよび／またはカタ

ログ番号がリサーチプランに記述されなければならない。 

2. 生徒の研究以外の目的で安楽死された動物から組織を取り出した

場合は、組織に関する研究であるとみなしてもよい。 

a. 規制対象研究機関にて実施された研究から得られた組織の使

用には、研究機関の名称、研究の名称、研究機関の動物実験委

員会(IACUC)承認番号、IACUC承認日が記載された IACUC証

明書のコピーが必要である。  

b. 農業/水産に関する研究から得られた組織を使用するには、科

学審査委員会(SRC)の事前承認が必要である。 

3. 生徒の研究を目的として動物を安楽死させた場合、その研究は脊

椎動物を対象とした研究とみなし、指定研究機関で行われた研究

に関する脊椎動物を対象とした規則を厳守すること (「脊椎動物を

対象としたルール」を参照)。 

4. バイオセーフティレベル 1 の研究には、微生物の存在の可能性

の低い非感染性ソースから取り出した生体/凍結組織および/ある

いは体液の収集および実験が含まれる (例外: 血液または血液製

剤。ルール 8を参照)。バイオセーフティレベル 1 の研究は BSL-1 

またはそれ以上の実験室で行い、専門研究者または指名助言者の

監督が必要である。 

5. バイオセーフティレベル 2 の研究には、食料品店、レストラン、ま

たは食品加工工場から得られない生体/凍結組織、体液または肉、

肉の副産物の収集および検査が含まれる。これらには微生物が含

まれている可能性があり、未知の潜在的危険性のある物質によるリ

スクが増大するため、BSL-2 以上の実験室で有資格研究者の監督

下で行わなければならない。 

6. ソースが不明な人の母乳は、HIV および C 型肝炎に感染してい

ないことが証明されていない場合、BSL-2 とみなす。家畜の乳は 

BSL-2 とみなしてよい。 

7. ヒトまたは野生動物の血液または血液製剤を含むすべての研究は、

バイオセーフティーレベル 2 の研究と見なされ、資格のある科学者

の監督のもと、BSL-2 研究所で実施される必要がある。 既知の

BSL-3 または BSL-4 の血液は禁止されている。 ただし、人間の毛

細血管血は例外的に認められる。 家畜の血液を含む研究は、

BSL-1 レベルの研究として扱われる。 すべての血液は、OSHA、

29CFR、サブパート Z に定める規定に則って取り扱う。可能性のあ

る組織または器具、血液由来の病原体（血液、血液製剤、圧縮時に
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血液を放出する組織、血液で汚染された器具など）を含むものは、

実験後に適切に廃棄されなければならない。 

8. 人の体液に関する研究で、標本が特定人物のものと特定できる場

合は、研究機関審査委員会(IRB)の審査と承認、被験者の同意が必

要である。 

9. BSL-3 または BSL-4 の生物および生物由来物質を含む可能性の

ある体液の収集と実験を伴う研究は禁止されている。 

10. 研究にあたる生徒が(培養していない)自らの体液を使用する場合

の研究は、 

a. BSL-1の研究にあたると考えられる。 

b. 家庭の設備で実験可能である。 

c. 体液を実験手順の効果を測定するため生徒が扱う場合、IRB に

よる審査を受けなければならない（例えば、生徒が食事を操作し

て、血液や尿を採取するなど）。IRB の承認が必要ない例として

は、鹿よけとして尿を集めることなどが挙げられる。 

d. 科学審査委員会(SRC)の事前審査と承認を実験前に得なければ

ならない。 

11. 人の胚性幹細胞にかかわる研究は、登録された研究所で行い、

ESCRO (Embryonic Stem Cell Research Oversight) 委員会によって

判断、認証されなければならない。 

 

免除研究（SRCの事前承認不要） 

SRC の事前承認を必要としない以下の研究は、次のような内容であるが、

プロジェクトの計画に応じて追加のルールが適用される場合がある。研

究にあたる生徒および指導者はプロジェクトの最終的なバイオセーフテ

ィレベル（BSL）を決定する前に、未知の生物、遺伝子組換え技術、組織、

液体、血液、または血液製剤を含むプロジェクトの追加規則を検討する

ため、セクションA、BおよびCを参照する必要がある。 

1. 以下の研究については、科学審査委員会（SRC）による事前審査は

免除される。ただし、リスク評価のための書類（3）の提出が必要。 

a. 原生生物、古細菌を含む研究。 

b. 堆肥化、燃料生産、および他の培養を伴わない実験のために肥

料を用いる場合。 

c. 市販の色が変化する大腸菌水質検査キット。このキットは、密閉

されたままにし、適切に廃棄されなければならない。 

d. 脊椎生物の腐敗に関する研究（例として法医学研究）。 

e. 微生物燃料電池を用いた研究において、実験中に装置を密閉

し、実験終了後は適切に廃棄される場合。 

 

 

2. 以下に示すような、バイオセーフティレベル 1（BSL-1）相当の生物

を含めた研究については、科学審査委員会(SRC)による事前審査

は免除され、追加の書類提出は必要ない。 

a. パン酵母および醸造用酵母を用いる研究。ただし、組換え DNA

を用いる研究は例外。 

b. 乳酸菌、Bacillus thuringiensis、窒素固定細菌、油や藻類を食べ

る細菌を自然な環境で用いる研究。（ただし、それらをペトリ皿で

培養した場合は免除の対象とならない。） 

c. 水や土壌微生物を含む研究で、微生物の増殖に関わる培地が

濃縮されていないもの。  

d. 食物に生えるカビの研究で、カビが生えたと認められた段階で

実験を終了させる場合。 

e. 食用のキノコ類、粘菌を用いた研究。 

f. 学校で行われ、遺伝子組換え実験または抗生物質耐性生物の

作出のための追加規則の対象とならない大腸菌 K12 株（および

線虫C. elegansのえさとしてのみ使用される大腸菌の株）に関す

る研究。 

 

免除組織（SRCの事前承認不要） 

1. 以下に示す組織は、潜在的危険性のある生物・生物剤として扱わな

くてもよい。 

a. 植物組織（有害であることが知られているものを除く） 

b. 植物、非霊長類性の確立された培養細胞および組織培養のスト

ックセンターの試料(例：アメリカ培養細胞系統保存機関から調達

したもの)。培養細胞の調達先とカタログ番号の両方もしくは一方

を研究計画に明記する 

c. 研究にあたる生徒が自身の体から自ら採取した人間の毛細血管

/血液（例：フィンガースティック）。他のヒトの参加者からの採血に

は IRBによる審査と承認を受けなければならない。 

d. 食料品店、レストラン、食品加工工場から調達した、新鮮あるい

は冷凍された肉やその副産物、または低温殺菌された牛乳、卵 

e. 毛髪、ひずめ、つめ、羽毛 

f. 存在し得る血液感染性の病原菌を殺菌した歯 

g. 化石化した組織または考古学的標本 

h. 既に用意されていた固定組織標本 

 

 

情報源についてはルールブックの末尾を参照のこと。 
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潜在的危険性のある生物由来物質に関するリスク評価 
(この情報を PHBA Risk Assessment Form 6A を作るうえで利用すること) 

 

リスク評価は、生物および生物由来物質を扱うときに生じる可能性のある動物、植物、人に対する有害性、被害・病気の危険性と定義する。リスク評価

の結果によってバイオセーフティレベルが決められ、研究を進めるために必要な実験室設備・装置・教育訓練・監督の要項が決定される。 

リスク評価では以下を行う。 

1. 危険性のある生物および生物由来物質をリスクグループに割り当てる。 

2. 既知の微生物を題材とした研究は、文献調査によって得られた情報に基づき、微生物をバイオセーフティレベルのリスクグループに割り当てる。 

3. 未知の微生物の研究および生体組織の使用は、研究を監督する資格を有する専門家の判断を仰ぐこと。 

4. 生徒が実験を行うときに利用できる生物学的封じ込めレベルを決定 (詳細については後述の「生物学的封じ込めレベル」を参照)。 

5. 生徒を監督する者の経験と専門知識の評価。 

6. 危険性のある生物および生物由来物質のリスクグループ、利用可能な生物学的封じ込めレベル、および研究を監督する予定の専門科学者ま
たは指導責任者の専門知識に基づいて、最終的なバイオセーフティレベルを研究に割り当てる。 

7. 実験前に研究の審査と承認が必要な書類: 

a. 規制されていない場所 (例：学校) で研究が行われる場合、リサーチプランの科学審査委員会（SRC）による審査を必要とする。 

b. 指定研究機関で研究が行われ、IBC や IACUC といった適切な機関委員会によって承認される場合、科学審査委員会（SRC）は、提供され
ている機関のフォームを審査し、SRCによる承認の書類(フォーム(6A))を作成する。 

c. 指定研究機関で潜在的危険性のある生物および生物由来物質(PHBA)研究が行われたが、機関がそのような種の研究に対して審査を求め
ない場合、機関責任者による審査不要の証明を得る必要がある。科学審査委員会（SRC）は、研究を審査し、生徒が適切な教育訓練を受け
ており、ISEFのルールに従ったプロジェクトであるというフォーム(6A)の承認書類を作成する。

 

 

 

生物由来物質のリスクグループの分類 

生物由来物質はバイオセーフティレベルのリスクグループに基づい

て分類される。これらの分類は、研究・実験室での通常の環境、ある

いは診断や実験を目的としたわずかな量での作用物質の成長を前提

としている。 

BSL-1 のリスクグループは、人体・環境に与えるリスクが低い生物およ

び生物由来物質を含んでいる。これらの作用物質は、健康な実験要

員・動物・植物の病気を誘発することがほとんど考えられない。これら

の作用物質は、バイオセーフティレベル 1 の封じ込めを必要とする。

BSL-1 の生物の例は以下のとおりである。 Agrobacterium tumefaciens, 

Micrococcus leuteus, Neurospora crassa, Bacillus subtilis. 

BSL-2 のリスクグループは、人体・環境に与えるリスクが中等度の生物

および生物由来物質を含んでいる。 実験室環境で病原菌にさらされた

場合でも、拡散のリスクは限定され、重篤な疾患をもたらす感染を引き起こ

す可能性はほとんどない。感染が発生した場合でも、有効な手当てや予

防措置がある。これらの作用物質は、バイオセーフティレベル2の封じ込

めを必要とする。BSL-2の生物の例は以下のとおりである。マイコバクテリ

ウム、肺炎レンサ球菌、サルモネラ菌 

BSL-3 のリスクグループは、人・動物・植物に重篤な病気を引き起こすか、

または重大な経済的影響をもたらすことがある生物および生物由来物質

を含んでいる。BSL-3グループに関する研究は禁止されている。 

BSL-4 のリスクグループは、人・動物・植物にしばしば治療不能なまで

に重篤な病気を引き起こす生物および生物由来物質を含んでいる。

BSL-4グループに関する研究は禁止されている。 

 

 

 

生物学的封じ込めレベル 

生物学的封じ込めには 4 つのレベルがある (バイオセーフティレベ

ル 1～4)。各レベルには、実験室設備、安全装置、実験手順、および

技術に関するガイドラインがある。 

BSL-1 の封じ込めは、水質試験場・高校・微生物学の入門講座のある

大学でよくみられる。作業は開放作業台上またはドラフト内、または適

切なバイオセーフティーフード内で行う。実験室内での作業では、標

準的な微生物の取扱い方法が用いられる。汚染除去は化学消毒剤ま

たは高圧蒸気滅菌法によって行われる。白衣が必須であり、手袋着用

が望ましい。実験室での作業は、微生物学または関連する科学分野

の教育訓練を受けた者が監督すること。 

BSL-2の封じ込めは、人および環境に与えるリスクが中等度な生物お

よび生物由来物質を扱う作業を行う際に、安全性を最大限に確保する

ことを目的としている。実験室への立入りは規制される。バイオセーフ

ティキャビネット (クラス2、タイプA、BSC) を使用できるようにしておく

こと。廃棄物の汚染除去のため加圧滅菌器を使用できるようにしてお

くこと。白衣、手袋が必須であり、保護メガネおよび顔面保護も必要に

応じて着用しなければならない。このような作用物質を取り扱う際のリ

スクを理解している科学者が実験作業を監督すること。 

BSL-3 の封じ込めは吸入による暴露により重篤な、あるいは致命的な

病気を引き起こす可能性のある伝染性の物質を扱う場合に要求され

る。BSL-3グループに関する研究は禁止されている。 

BSL-4の封じ込めは致死性の病気の高いリスクをもたらす危険な外来

性の物質を扱う場合に要求される。BSL-4 グループに関する研究は

禁止されている。 
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危険性のある化学物質、作業および装置に関する規定 
(DEA 規制対象物質、処方薬、酒・たばこ、火器・爆発物、放射性物質、レーザーなどを含む) 

 

以下の規則は、有害な化学物質や危険性のある装置の使用、ならびに

危険な作業を伴う研究に適用される。これらの規則には、法規によって

規制される物質や装置が含まれ、未成年者による DEA 規制対象物質、

処方薬、酒・たばこ、火器・爆発物などの使用を制限した内容が最も多い。

危険な作業とは、日常生活で遭遇するレベルを上回るリスクを伴う作業

である。 

 

これらの規則は、あらゆるリスクを考慮して適切な安全措置を実行するこ

とによって、生徒を保護することを目的としている。生徒は、ISEF、学校や

各国、地域の規則全ての基準に適わなければならない。 

 

危険性のある化学物質、作業、および装置を利用する研
究に関するルール 

1. 生徒はリスク評価を実施する必要がある。実験の前に、指定された

監督者または資格のある科学者の協力のもと、評価を行う。 このリ

スク評価は、リスク評価プロセス、監督、安全上の注意、および適切

な廃棄方法を含めるために、調査計画に文書化する必要がある。 

このリスク評価は、リスク評価フォーム 3にも記載されている。 

2. 危険性のある化学物質や装置の使用や、危険な作業を実施する場

合は、指導責任者の監督下で行うこと。(例外: DEA規制対象物質に

限り専門科学者による監督が必要) 

3. 研究にあたる生徒は、法規に従って規制対象物質を入手し、使用

すること。これらの法規の詳細と分類については、監督官庁に問い

合わせること。 

4. 許可証を必要とする化学物質、作業、および装置の場合、生徒およ

び指導者は、実験開始までに許可証を取得しなければならない。

許可証のコピーは、研究の指導者による確認と、科学フェアの審査

前に ISEF 科学審査委員会(SRC）、各国関連機関、各地方関連機

関による審査が受けられるように用意しておくこと。 

5. 研究にあたる生徒は、環境に与える影響を最小限にするよう実験を

設計しなければならない。例えば、実験室の規則に従い、環境面

において安全な方法で処理されるよう最小量の化学物質を使用す

ることや、実験後の化学物質の処理の確認などである。（化学物質

や鋭利な物質、その他危険性のある物質の適切な処理は、地域や

州、連邦のガイドラインに従うこと。） 

6. 必要書類は次のとおりである。 

a. Checklist for Adult Sponsor指導者用のチェックリスト(1）、Student 

Checklist 生徒用のチェックリスト (1A)、Approval Form 承認書

類(1B) 

b. Regulated Research Institution Form大学等の指定研究機関の書

類(1C) - 必要な場合 

c. Qualified Scientist Form専門科学者の書類(2) - 必要な場合 

d. Risk assessment Formリスク評価のための書類(3) 

 

特定の規制対象物質に関する追加ルール則 

以下の規制物質にはさらに次に挙げる追加の制限がある。 

・ DEA規制対象物質 

・ 処方薬 

・ 酒・タバコ 

・ 火器・爆発物 

・ ドローン 

・ 放射線 

 

A DEA規制対象物質 

米国麻薬取締局 (DEA) は、本来の目的から逸脱した違法薬物を作る

ことのできる化学物質の故意の使用を規制している。米国以外の生徒は

DEA 規則を周知しておくことに加え、自国の薬物取締機関の規則を遵守

しなければならない。DEA 規制対象物質とそれぞれの明細表番号は、

本項の最後に記載した DEA のウェブサイトを参照。研究で取り扱う化学

物質が DEA によって規制されているかどうかが不明な場合は、DEA 規

制対象物質のリストを参照しなければならない。 

1. DEA 規制物質を使用する研究は、規制物質の使用に関して DEA

（またはその他の該当する国際的規制機関）により認可された指定

研究機関（RRI）により監督されなければならない。(また、指定研究

機関において実施されなければならない）。 

2. DEA 明細表 1 の物質（マリファナを含む）を使用する研究は、開始

までに研究手順の承認をDEAから受けること。明細表2、3、4の物

質についてはDEAによる手順の承認は不要。 

 

B 処方薬 

米国では、食品医薬品局（FDA）が処方箋の発行を厳しく規制している

ため、処方箋薬は規制薬物である。州法はさらに処方箋薬の使用を規制

しており、故意に、または意図的に規制薬物を所有することは違法であ

る。有効な処方箋から直接入手されたものでない限り、いかなる者も故意

または意図的に規制薬物を所有することは違法である。また、処方箋を

元の処方箋の対象者以外の人や処方目的以外の用途に使用することも

違法である。適用されるすべての連邦法、州法、国法に従わなければな

らない。 

1. 学生は、適切な承認を得て規制物質を取得し、処方された目的で

物質を使用している研究者または医師の権限外で、研究に処方薬

を使用することはできない。 

a. 処方薬を用いる研究は、資格を有する研究者とともに実施され

なければならない。また、Risk Assessment Form 3の提出が必要

である。 

b. 学生は被験者に処方薬を投与することはできない。 

2. 脊椎動物に処方薬を投与する場合は、獣医の監督下においての

み行うことができる。 
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C 酒・たばこ 

米国酒類タバコ税貿易管理局 (TTB) は、酒類の生産と酒・たばこ製

品の流通を規制している。これらの製品の多くには、購入・所有・消費の

年齢制限が設けてある。米国以外の生徒は、米国および出身国の法規

を厳守しなければならない。 

1. 微量のエチルアルコールが生産される酵母発酵研究は許可する。 

2. 指導責任者は、研究におけるアルコールやたばこの入手・使用・廃

棄に関して責任を持つ。 

3. 大人によるワインやビールなどの製造は、家庭で行われる場合許さ

れているが、米国酒類タバコ税貿易管理局（TTB）の製造規則に従

わなければならない。生徒は、保護者の監督のもと、ワインやビー

ルの合法的な製造に関与して、研究を考案し行うことが許される。 

4. 生徒が蒸留により一般消費用エチルアルコールを作製することは

禁じられている。ただし、燃料や消費しないアルコールの蒸留を行

うことは認められている。その場合、学校または規制された研究機

関で作業を行い、すべての地方および国の法律に従う必要があ

る。この手続に関する詳細は、最後の項に記載した酒類タバコ税貿

易管理局(TTB)のウェブサイトを参照。 

 

D 火器・爆発物 

米国アルコール・タバコ・火器・爆発物取締局 (ATF) は、州当局ととも

に、火器・爆発物の購入と使用を規制している。火器は、弾丸が火薬によ

って発射される小火器兵器である。爆発物は、爆発を目的とした化合物・

装置である。爆発物にはダイナマイト・黒色火薬・ペレットパウダー・起爆

装置・点火装置などがある。 

 

一般に、未成年者による火器の購入は違法である。適切な州の許可なし

に火器を使用することは違法である。生徒はそれぞれの州や国が求め

る教育訓練や許可を確認すべきである。 

1. 火器と爆薬にかかわる研究は、連邦・州・地方の法律に則り、指名さ

れた指導者に直接指導を受けた場合に限り許可する。 

2. 62.5g 以上の推進剤を含む、完全に組み立てられたロケットモータ

ーや再装填キットや推進装置は、連邦の爆発物に関する許可や保

管やその他要求の対象になる。 

3. ポテトガンやペイントボールガンは、兵器として使用する意図がな

い場合、銃器ではないと考えられる。しかし危険性を踏まえて取り

扱うこと。 

 

E 規制されたドローン 

無人航空機システム（UAS）/ドローンを含む研究は、すべての州、連

邦および国の法律に従わなければならない。 詳細は連邦航空局（FAA）

を参照すること( http://www.faa.gov.uas/registration )。 

米国の現行法により、ドローンはすべてFAAに登録しなければならな

い。 

 

F 放射線 

  放射性核種・ラジオアイソトープ・エックス線を扱う研究では、研究が伴

うリスクを慎重に調べ、安全のため適切な予防措置を取らなければなら

ない。被爆レベルによっては、放射される放射線が健康に被害を及ぼす

可能性がある。 

1. すべての研究は、1時間当たり0.5mremもしくは1年当たり100mrem

の被曝という原子力規制委員会の定めた線量限度を超えてはなら

ない。 

2. 10 キロボルトを下回る電圧が研究で必要な場合、リスク評価を行わ

なければならない。研究が自宅や学校で行うことができ、SRC の事

前承認を必要としない。 

3. 10 から 25 キロボルトを扱う研究では、リスク評価が行われ、安全を

評価するため SRC による事前承認がなければならない。このような

研究は、直接ガラス越しに観察せず、金属製チャンバの中でカメラ

を使用すること。線量計もしくは放射線サーベイメータを用いて被

ばく線量を計測すること。 

4. 25 キロボルト以上を扱う研究は、許可された放射線管理プログラム

のある研究施設で行うこと。また、州および連邦の規制を準拠する

ために、専門機関の放射線取扱責任者または電離放射線の使用を

監督する委員会による事前承認を受けなければならない。  

http://www.faa.gov.uas/registration
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リスク評価のガイダンス 
カテゴリーごとのリスク評価の実施に関する下記のガイダンスを参照のこと： 

有害な化学物質、危険性のある装置、放射線 

 

1. 有害な化学物質 

化学物質のリスク評価では、以下の点について検討しなくてはならない。 

a. 毒性 - 人の健康や環境衛生に害を及ぼす化学物質の性質 

・ 人間の健康への毒性には、吸入・摂取・投与・接触による急

性または慢性の危険性 

・ 環境衛生には、水生毒性（急性または慢性）、哺乳類および

鳥類への毒性、生態系への影響 

b. 反応性 -  不安定性や他の物質や条件との反応性（水、空気、

温度、圧力との反応など）を含む、化学変化を起こす化学物質

の性質 

 

環境保全に責任を持つ化学 

環境保全に責任を持つ緑の化学（グリーンケミストリー）の使命は、化学

反応の間に危険性のある物質を使用したり生成したりするのを避けるこ

とである。グリーンケミストリーの原則は、情報源のセクションにある EPA

のウェブサイトに記載されている。以下の原則は研究計画に盛り込まれ

なくてはならない。 

・ 廃棄物抑制 

・ 可能な限り安全な化学物質や製品の使用 

・ 可能な限り危険性のある化学合成を行わないような計画 

・ 再生可能な物質の使用 

・ 化学物質の使用量を最小化するための触媒の使用 

・ 溶媒の使用と、可能な限り安全にするための反応条件 

・ エネルギー効率の最大化 

・ 事故の可能性を最小化、反応性物質の使用を避ける。 

 

ｃ.   可燃性 - -常温で引火する化学物質の性質 

可燃性物質には以下のようなものが含まれる 

・ 通常の条件下で使用した場合、容易に引火する蒸気を発する

化学溶剤 

・ 可燃性固体（小さな粒子、粉末、または火や着火源によって容

易に引火する物質）

d. 腐食性 -接触によって、生体組織・装置を損傷・破壊する化学

物質の性質 

リスク評価を行うときは、化学物質の種類とその暴露量を考慮すること。

例えば、個人のアレルギー・遺伝的体質によって化学物質の影響が異

なることが考えられる。生徒は、販売店から提供される製品安全データ

シート (SDS) を参照し、安全措置を取ること。Flinn などの SDS シートで

は、化学物質関連の危険性をランク付けしている。これを用いて生徒や

指導者は化学物質の使用に関わる危険性を判断して必要な対応を取る

こと。 

 

リスク評価では、実験に使用する化学物質の適切な処分方法を記載す

ること。Flinn のカタログ (情報源のセクション参照) には、化学物質の処

分についての情報がのっている。該当する生徒は、連邦や州のガイドラ

インに従い、その処分方法を研究計画に盛り込むこと。 

 

2. 危険性のある装置 

実験室の内外問わず、潜在的な危険性を伴う実験器具や装置を使用す

る生徒は、リスク評価の書類（Form3）が必要である。またそれら器具や

装置は、専門的な知識を持つ者が生徒の安全を考慮したものでなけれ

ばならない。ガスバーナーやホットプレート、のこぎり、ドリルなどの一般

的に使用できるものに関しては、生徒がその装置を使用した経験がある

として、書類は必要ない。高真空装置、加熱したオイルバス、NMR 装置、

そして高温オーブンなどの危険性のある装置に関してはリスク評価の書

類が必ず必要である。生徒が考案したすべての装置にもリスク評価表

の書類を付けることを推奨する。 

 

3. 放射線 

日常生活で通常遭遇する以上の非イオン性放射線を使う生徒の研究で

はリスク評価をしなくてはならない。非イオン性放射線には、紫外線 

(UV)・可視光線・赤外線 (IR)・マイクロ波 (MW)・高周波 (RF)・極低周波 

(ELF) が含まれる。非イオン性放射線は、原子と強く結合した電子を除

去するのに十分なエネルギーを有するため、イオンを生成する。例とし

て、高周波UV、X線、およびガンマ線が挙げられる。 
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エンジニアリングプロジェクトガイド 
事前承認または、特別な安全上の予防措置が必要とされうるエンジニアプロジェクトと発展的な分野の要件

を決定するための手助けとして以下の情報を参照すること。 

 
エンジニアリングプロジェクトのチェックリスト 

以下の質問の答えを考えること。もし、答えがはいであれば、そのプロジェクトはより具体的な条件に該当する場合があり、その場合は国際ルールとガ

イドラインの一部を参照する必要がある。 

 

危険性のある化学物質、研究と装置 

あなたの研究は以下のどれかに含まれているか： 

□ DEA管理物質 

□ 銃器と爆薬 

□ 処方薬 

□ アルコールとたばこ 

□ 規制ドローン 

□ 放射線 

いずれかにチェックが入っている場合は、19ページの「危険性のある化学物質、作業および装置に関する規定」を参照すること。 

 

被験者による試作品のテスト 

□ あなたは研究成果（デバイス、アプリ、発明、プロトタイプなど）をテストする予定ですか？はいの場合は、その過程であなた、スポンサー、先生以

外の他者が関わることがあるか？ 

□ あなたは、研究計画や試作品の将来的な用途を理解するための調査やインタビューを通じて、研究のきっかけや背景となる情報を収集するつも

りか？ 

□ あなたは、あなたの研究や試作品についての意見や今後の提案を尋ねる予定か？  

□ あなたは、あなたの研究成果である装置、アプリ、発明品、試作品などを対象者に使ってもらうつもりがあるか？もしはいなら、その過程であなた

以外の人と関わることがあるか？ 

□ あなたの研究は、個人の情報を集めるつもりであるか？また、健康的なメリットがその使用者にもたらされるか？ 

いずれかにチェックが入っている場合は、8ページの「人を対象とした研究に関する規定」を参照すること。 

 

脊椎動物 

□ あなたの研究は、研究のどこかの段階において脊椎動物と何らかの関係を含んでいるか？  

いずれかにチェックが入っている場合は、8ページの「脊椎動物に関するルール」を参照すること。 

 

潜在的な危険性のある生物由来物質 

□ あなたの研究は、微生物の収集、検査または取り扱いを含んでいたり、新鮮組織または凍結組織、初代培養細胞、血液、血液製剤または体液を

含んでいたりするか？ 

□ あなたは、既知か未知に関わらず、物質を培養または分離しようとしているか？  
いずれかにチェックが入っている場合は、15ページの「潜在的危険性のある生物由来物質に関するルール」を参照すること。 
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参考となる情報源 

 
1. 米国特許商標庁 

顧客サービス：1-800-786-9199 (フリーダイヤル) 

571-272-1000 (地方); 571-272-9950 (TTY) 

www.uspto.gov/ 

www.uspto.gov/patents/process/index.jsp 

・ 特許調査の実施 

https://patents.google.com/http://www.freepatentsonline.com/https:

//worldwide.espacenet.com/ 

2. USPTOリソース 

・ 7ステップ検索戦略ガイドとビデオチュートリアル 

https://www.uspto.gov/learning-resources 

・ プロボノプログラム 

https://www.uspto.gov/patents-getting-started/using-legal-

services/pro-bono/patent-pro-bono-program 

・ ロースクールクリニック認定プログラム 

https://www.uspto.gov/learning-and-resources/ip-policy/public-

information-about-practitioners/law-school-clinic-1 

・ USPTOプロシードアシスタンスプログラム 

https://www.uspto.gov/learning-and-

resources/newsletter/inventors-eye/pro-se-assistance-program 

3. ヨーロッパ特許庁 

www.epo.org/ 

www.epo.org/applying/basics.html 

4. 有害水生生物種タスクフォース 

https://www.fws.gov/program/aquatic-nuisance-species-task-

force/documents 

5. 国際植物検疫課 

https://www.aphis.usda.gov/aphis/ourfocus/wildlifedamage/operational

-activities/SA_Invasive/CT_Invasive_species1 

動物と植物の健康についての調査サービス 

6. 外来生物の専門家 

http://www.iucngisd.org/gisd/ 

世界中の専門家による世界的な外来生物のデータベース 

7. 外来生物情報 

www.invasivespeciesinfo.gov/resources/lists.shtml 

外来生物、有害もしくは危険性のある生物情報を提供している 

 

人を対象とした研究 

1. 連邦規則集 (CFR) 

Title 45 (Public Welfare), Part 46-Protection of Human Subjects 

(45CFR46) 

https://www.hhs.gov/ohrp/regulations-and-policy/regulations/45-cfr-

46 

2. NIHチュートリアル、人を対象研究における被験者保護の情報： 

http://phrp.nihtraining.com/files/PHRP.pdf 

3. ベルモントレポート, April 18, 1979 

https://www.hhs.gov/ohrp/sites/default/files/the-belmont-report-

508c_FINAL.pdf 

4. 心理・教育測定基準 (1999) 

https://www.apa.org/science/programs/testing/standards 

5. アメリカ心理学会 

750 First Street, NE     Washington, DC 20002-4242 

電話: 202-336-5500; 800-374-2721 

www.apa.org 

生徒向け情報: 

https://www.apa.org/about/students 

書籍についての情報: 

www.apa.org/pubs/index.aspx 

6. 心理・教育学的テスト 

Testing Office for the APA Science Directorate 

電話: 202-336-5500 

Eメール：testing@apa.org 

https://www.apa.org/science/programs/testing/ 

8. 子供向けサイトのプライバシー保護規制1998 (COPPA) 

(15 U.S.C.§§6501-6506) 

https://www.ftc.gov/enforcement/rules/rulemaking-regulatory-

reform-proceedings/childrens-online-privacy-protection-rule 

 

脊椎動物 

動物の取扱と利用 

1. 実験動物 

Institute of Laboratory Animal Research (ILAR), Commission on Life 

Sciences, National Research 

https://www.nationalacademies.org/ilar/institute-for-laboratory-

animal-research 

2. 実験動物の管理と使用に関する指針第8版(2011) 

http://grants.nih.gov/grants/olaw/Guide-for-the-Care-and-Use-of-

Laboratory-Animals.pdf 

3. 神経学と行動の研究における哺乳類の取り扱いと使用法のガイド

ライン(2003)  

Institute for Laboratory Animal Research (ILAR). 

https://www.nap.edu/catalog/10732/guidelines-for-the-care-and-

use-of-mammals-in-neuroscience-and-behavioral-research 

問い合わせ先： 

National Academies Press 

500 Fifth Street, NW 

Washington, DC 20055 

Phone: 888-624-8373 or 202-334-3313 

Fax: 202-334-2451;  

https://www.nap.edu/content/help-with-ordering 

4. 動物の権利保護行為 (AWA) 

https://patents.google.com/
http://www.freepatentsonline.com/
https://worldwide.espacenet.com/
https://worldwide.espacenet.com/
https://www.uspto.gov/learning-resources
https://www.uspto.gov/patents-getting-started/using-legal-services/pro-bono/patent-pro-bono-program
https://www.uspto.gov/patents-getting-started/using-legal-services/pro-bono/patent-pro-bono-program
https://www.uspto.gov/learning-and-resources/ip-policy/public-information-about-practitioners/law-school-clinic-1
https://www.uspto.gov/learning-and-resources/ip-policy/public-information-about-practitioners/law-school-clinic-1
https://www.uspto.gov/learning-and-resources/newsletter/inventors-eye/pro-se-assistance-program
https://www.uspto.gov/learning-and-resources/newsletter/inventors-eye/pro-se-assistance-program
https://www.fws.gov/program/aquatic-nuisance-species-task-force/documents
https://www.fws.gov/program/aquatic-nuisance-species-task-force/documents
https://www.aphis.usda.gov/aphis/ourfocus/wildlifedamage/operational-activities/SA_Invasive/CT_Invasive_species1
https://www.aphis.usda.gov/aphis/ourfocus/wildlifedamage/operational-activities/SA_Invasive/CT_Invasive_species1
http://www.iucngisd.org/gisd/
https://www.hhs.gov/ohrp/regulations-and-policy/regulations/45-cfr-46
https://www.hhs.gov/ohrp/regulations-and-policy/regulations/45-cfr-46
http://phrp.nihtraining.com/files/PHRP.pdf
https://www.hhs.gov/ohrp/sites/default/files/the-belmont-report-508c_FINAL.pdf
https://www.hhs.gov/ohrp/sites/default/files/the-belmont-report-508c_FINAL.pdf
https://www.apa.org/science/programs/testing/standards
https://www.apa.org/about/students
http://www.apa.org/pubs/index.aspx
https://www.apa.org/science/programs/testing/
https://www.ftc.gov/enforcement/rules/rulemaking-regulatory-reform-proceedings/childrens-online-privacy-protection-rule
https://www.ftc.gov/enforcement/rules/rulemaking-regulatory-reform-proceedings/childrens-online-privacy-protection-rule
https://www.nationalacademies.org/ilar/institute-for-laboratory-animal-research
https://www.nationalacademies.org/ilar/institute-for-laboratory-animal-research
http://grants.nih.gov/grants/olaw/Guide-for-the-Care-and-Use-of-Laboratory-Animals.pdf
http://grants.nih.gov/grants/olaw/Guide-for-the-Care-and-Use-of-Laboratory-Animals.pdf
https://www.nap.edu/catalog/10732/guidelines-for-the-care-and-use-of-mammals-in-neuroscience-and-behavioral-research
https://www.nap.edu/catalog/10732/guidelines-for-the-care-and-use-of-mammals-in-neuroscience-and-behavioral-research
https://www.nap.edu/content/help-with-ordering
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7 U.S.C. 2131-2157 

Subchapter A - Animal Welfare (Parts I, II, III) 

https://www.nal.usda.gov/awic/animal-welfare-act 

上記文書は以下から入手可能: 

USDA/APHIS/AC 

4700 River Road, Unit 84, Riverdale, MD 20737-1234 

Eメール: ace@aphis.usda.gov 

電話: 301-734-7833、Fax: 301-734-4978 

https://www.nal.usda.gov/awic 

5. 農業研究・教育のための家畜の取り扱いと使用法の関する指針 

(Agri-Guide) 

Association for Assessment and Accreditation of Laboratory Animal Care 

International (AAALAC International)  

https://www.aaalac.org/ 

https://www.aaalac.org/about/Ag_Guide_3rd_ed.pdf 

6. 魚類を研究に使用するガイドライン、米国水産学会 

www.fisheries.org 

7. 安楽死のガイドライン 

AVMA Guidelines on Euthanasia (2020) 

米国獣医師会 

https://www.avma.org/resources-tools/avma-policies/avma-

guidelines-euthanasia-animals 

 

代替的研究法および動物福祉 

1. 国立医学図書館 

MEDLINEによるコンピュータ検索を提供。 

Reference & Customer Services 

National Library of Medicine 

8600 Rockville Pike, Bethesda, MD 20894 

888-FIND-NLM or 888-346-3656 

301-594-5983; email: info@ncbi.nlm.nig.gov 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/ 

2. 国立農業図書館 (NAL) 

a) 動物の使用に代わる手段およびb) 動物の福祉に関する資料のレ

ファレンスサービスを提供。 

Animal Welfare Information Center 

National Agriculture Library 

10301 Baltimore Avenue, Room 410, Beltsville, MD 20705-2351 

電話: 301-504-6212, fax: 301-504-7125 

Eメール: awic@ars.usda.gov 

www.nal.usda.gov/awic 

3. 研究用動物資源協会 (ILAR) 

動物の調達先、収容環境と取扱基準、および動物使用の代替手段に

関する情報を、季刊誌 ILAR Journalの注釈付きで提供。 

ILAR The Keck Center of the National Academies 

500 Fifth Street, NW, Keck 687 

Washington, DC 20001 

電話: 202-334-2590, fax: 202-334-1687 

Eメール: ILAR@nas.edu 

https://www.nationalacademies.org/ilar/institute-for-laboratory-

animal-research 

4. 季刊『Alternatives to the Use of Live Vertebrates in Biomedical 

Research and Testing』 

以下から入手可能。 

Specialized Information Services 

NLM/NIH 

2 Democracy Plaza, Suite 510, 6707 Democracy Blvd., MSC 5467 

Bethesda, MD 20892-5467 

電話: 301-496-1131; fax: 301-480-3537 

Eメール: tehip@teh.nlm.nih.gov 

http://toxnet.nlm.nih.gov/altbib.html 

5. ジョンズ・ホプキンス動物実験代替法センター(CAAT)  

1981 年以降科学者たちと協力して、実験における実験動物の使用に

代わる新しい方法、 

試験対象動物数の抑制、ならびに痛みや苦痛を解消するために必

要な試験を工夫する、新たな方法の発見に努めている。 

Eメール: caat@jhu.edu 

https://caat.jhsph.edu/ 

6. (適切な種の)品質保証手引き 

例：鶏肉: https://naldc.nal.usda.gov/download/CAT87798868/PDF 

牛肉: https://www.bqa.org/Media/BQA/Docs/nationalmanual.pdf 

豚肉 : https://porkgateway.org/wp-content/uploads/2015/07/pork-

quality-assurance1.pdf 

 

潜在的危険性のある生物及び生物由来物質 

1. アメリカの生物安全協会 

ABSA リスクグループの分類 – 生物のリスト 

www.absa.org 

2. アメリカ合衆国培養細胞系統保存機関 (ATCC) 

www.atcc.org 

3. バージーの細菌分類マニュアルウェブサイト 

微生物・細胞培養の国際的ウェブサイトを収集するには、資料・微生

物データベースのリンクを活用すること:   

www.bergeys.org/ 

4. 微生物を取り扱う医学・生物学実験室における生物安全. 予防措

置 (BMBL)  

4th Edition. Published by CDC-NIH,  

www.cdc.gov/biosafety/publications/bmbl5/BMBL.pdf 

5. 世界保健機関出版 

https://www.who.int/publications 

保健機関の実験室安全マニュアル 

https://www.who.int/publications/i/item/9789240011311 

6. カナダ公衆衛生局 

非感染性生物のリスト 

https://www.canada.ca/en/public-

health/services/laboratorybiosafety-biosecurity/pathogen-safety-data-

sheets-riskassessment.html 

・ アメリカ微生物学会  

https://www.asm.org 

・ 微生物学会 

14-16 Meredith Street 

https://www.nal.usda.gov/awic
https://www.aaalac.org/
https://www.aaalac.org/about/Ag_Guide_3rd_ed.pdf
http://www.fisheries.org/
https://www.avma.org/resources-tools/avma-policies/avma-guidelines-euthanasia-animals
https://www.avma.org/resources-tools/avma-policies/avma-guidelines-euthanasia-animals
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/
http://www.nal.usda.gov/awic
https://www.nationalacademies.org/ilar/institute-for-laboratory-animal-research
https://www.nationalacademies.org/ilar/institute-for-laboratory-animal-research
http://toxnet.nlm.nih.gov/altbib.html
https://caat.jhsph.edu/
https://naldc.nal.usda.gov/download/CAT87798868/PDF
https://www.bqa.org/Media/BQA/Docs/nationalmanual.pdf
https://porkgateway.org/wp-content/uploads/2015/07/pork-quality-assurance1.pdf
https://porkgateway.org/wp-content/uploads/2015/07/pork-quality-assurance1.pdf
http://www.absa.org/
http://www.atcc.org/
http://www.bergeys.org/resources.html
http://www.cdc.gov/biosafety/publications/bmbl5/BMBL.pdf
https://www.who.int/publications
https://www.who.int/publications/i/item/9789240011311
https://www.canada.ca/en/public-health/services/laboratorybiosafety-biosecurity/pathogen-safety-data-sheets-riskassessment.html
https://www.canada.ca/en/public-health/services/laboratorybiosafety-biosecurity/pathogen-safety-data-sheets-riskassessment.html
https://www.canada.ca/en/public-health/services/laboratorybiosafety-biosecurity/pathogen-safety-data-sheets-riskassessment.html
https://www.asm.org/
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London 

ECIR OAB 

UK  

info@microbiologysociety.org 

https://microbiologysociety.org/ 

7. 遺伝子組換え実験に関するNIH指針 

National Institutes of Health発行 

https://osp.od.nih.gov/wp-content/uploads/NIH_Guidelines.pdf 

8. OSHA -労働安全衛生庁 

https://www.osha.gov/ 

 

危険化学物質・放射能・装置 

実験室一般・化学物質の安全性 

1. 『化学研究室での安全』vol.1 and 2, 2003. Washington, DC: 

American Chemical Society.  

volumes 1 and 2, 2003. Washington, DC: American Chemical Society. 

注文先 (1部のみ無償提供): 

American Chemical Society 

Publications Support Services 

1155 16th Street, NW 

Washington, DC 20036 

電話: 202-872-4000 または 800-227-5558 

Eメール: help@acs.org 

https://www.acs.org/content/acs/en/education.html 

2. 一般情報 

ハワード・ヒューズ医学研究所が細胞培養・放射性物質・その他の実

験材料の取扱いを提供している。 

http://www.hhmi.org/developing-scientists/resources 

3. 環境保護庁 (EPA) のグリーンケミストリーに関する情報 

www.epa.gov/greenchemistry 

4. 安全データシート (SDS) 

https://www.flinnsci.com/safety/ 

Flinn Scientific Inc.が提供しているSDSシートのディレクトリ。危険度の

ランク付けと処分方法が記載されている。 

www.ilpi.com/msds/index.html - SDS シートの無料ダウンロードが可

能な多数のサイトの一覧 

NFPA (全米防火協会) 704 化学反応性と不安定性に関するガイダ

ンスの規格。 

https://en.wikipedia.org/wiki/NFPA_704 

5. 害虫 

国立農業情報センター 

http://npic.orst.edu/ingred/ptype/natbio.html 

様々な農薬と標識に必要な法的条件を記述 

情報を得るために必要なリンクと電話番号を提供している 

アメリカ合衆国環境保護庁（ＥＰＡ） 

http://iaspub.epa.gov/apex/pesticides/f?p=PPLS:1 

製品標識のデータベース 

アメリカ合衆国環境保護庁に登録された殺虫剤の公式情報を閲覧す

るためには、製品名もしくは企業名を入力する 

6. DEA規制対象物質 

麻薬取締局のウェブサイト : 

https://www.dea.gov 

規制対象物質一覧: 

www.deadiversion.usdoj.gov/schedules/ 

7. 酒、たばこ、火器および爆発物 

酒類タバコ税貿易管理局 

www.ttb.gov/ 

アルコール・タバコ・火器・爆発物取締局 

www.atf.gov 

8. 放射性物質 

Radiation Studies Information (CDC) 

www.cdc.gov/nceh/radiation/default.htm 

9. CDC 研究所安全マニュアル 

https://www.cdc.gov/labs/BMBL.html 

10. 職業安全衛生文書 

http://www.osha.gov 

安全と健康の項目 

www.osha.gov/safety-

managementwww.osha.gov/SLTC/reactivechemicals/index.html 

www.osha.gov/SLTC/laserhazards/index.html 

www.osha.gov/SLTC/radiationionizing/index.html 

11. 米国原子力規制委員会 

Material Safety and Inspection Branch 

One White Flint North 

11555 Rockville Pike 

Rockville, MD 20852 

電話: 301-415-8200; 800-368-5642 

www.nrc.gov 
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ISEF 展示と安全の規則 
展示と安全に関する規則についての質問は以下のいずれかに問い合わせること： 

displayandsafety@societyforscience.org 

 

展示と安全委員会の使命 

この委員会の使命は、すべての競技者が、サイエンス・レビュー委員会と Society for Science が共同で制定した規則に従って競技に出場することを保

証することである。 

ISEF の展示と安全に関する検査プロセスは、発表に関連する全てのものがブースにある場合にのみ始められる。ISEF Display & Safety委員会は、研

究発表の展示と安全に関して科学審査委員会（SRC）から認められた最終的なガイドラインを提供する。ISEF D&S 委員会は、展示と安全に関する規則

を守るためにファイナリストに展示内容の変更を求める場合がある。評価しづらい問題は、Society for Science （the Society)要員、ディスプレイ＆セーフ

ティ（D＆S）および/またはサイエンス・レビュー委員会（SRC）執行委員会メンバーを含む委員会に向けられる。 

次の規則は ISEFにおいてファイナリストが研究を展示する際に必ず守ること。すべてのプロジェクトは、ISEFへの出場資格を得るために、競争する提

携フェアのディスプレイ＆セーフティ要件を遵守しなければならない。 提携フェアには追加の制限や要件がある。 これらの要件についての知識は、

ファイナリストと指導者、フェアディレクターの責任である。 

 

展示規則 

研究発表展示パネルの最大サイズ 

奥行き：30インチ (76cm)  

幅：48インチ (122 cm) 

高さ：108インチ (274cm) (床から展示パネルの最も高い位置まで) 

研究発表展示パネルを発注する際には上記の最大サイズの制限に注

意すること。 

・ すべてのプロジェクト展示物およびそれを支える構造物も含め、展

示の最大サイズにおさめなければならない。（テーブルカバーを含

む） 

・ ISEF において、大会で用意されるテーブルの高さは 36 インチ (91 

cm) 以下。 

・ もし大会が用意するテーブルを使用するのであれば、テーブルも展

示の一部とみなされるため、展示物とテーブルを含め上記の許可さ

れたサイズを超えてはならない。 

・ バックカーテンには、展示のために何かつけてはいけない。 

・ ISEF において、研究の実演は、ファイナリストのブース内でのみ行う

こと。実演に用いる道具は、使用しないときは展示物に返して、上記

に定義された最大サイズを超えないこと。 

・ プロジェクトはテーブルの下まで続けて展示できるが、この場所は

保管場所には使用しないこと。 
 

展示物の配置 

フェアから提供されたテーブルまたは独立した展示物は、ブースのバッ

クカーテンと平行に配置すること。バックカーテンに寄りかからせる展示

は認められない。 

 

展示ブースにおいて正面を向けて見える場所に展示す
べき書類 

必要書類の提示には、机の手前の端からつり下げる、ポスター上に貼る、

机の上に置いた自立式のアクリルフレームに入れるなどが含まれる。 

 

全てのファイナリストが展示しなければならない書類: 

1. 科学審査委員会（SRC）によって承認を受け、認証スタンプを押さ

れた（浮き出しされた）公式アブストラクトの原本 

a. SRC の承認が得られたら、認証スタンプが押された公式アブス

トラクトと証明証が与えられる。  

・ アブストラクトは、公式の ISEFアブストラクトであり ISEF科学審

査委員会によるスタンプが押されていなければならない 

・ 承認されたアブストラクトと証明書の、他のフォーマットやバー

ジョンは、ISEFにおいて、いかなる目的においても認められな

い。審査員へは公式のアブストラクトと証明書がデジタル形式

で提供される。いかなる配布物も認められない。 

b. スタンプやエンボス加工が施された公式のアブストラクトを展示

する場合を除き、「アブストラクト」という言葉を、ファイナリストの

展示物や資料のタイトル・参考資料として使用してはならない。 

・  展示・安全委員会では、展示会に先立ってバックボードやポス

ターを準備する際に、「アブストラクト」という言葉やアブストラクト

そのものを記載しないことを推奨する。ただし、公式抄録を追加

しやすいように、バックボード/ポスターに空白のスペース（20cm

から 28cm）を残しておくといいでしょう。またこれら書類は、テー

ブルの前端に縦に置いたり、独立したアクリルフレームに入れ

て展示することもできる。 

 

2. 記入済みの Project Set-up Approval Form SRC/DS2(研究展示のセ

ットアップ許可を受けるのに必要な書類。現地で配布。) 

a. この書類は、ＳＲＣによって承認を受け、展示と安全の審査を通

過したことを示すものである。 

b. この書類には、ブース審査時にファイナリストと D&S 委員の署

名が必要である。 

 

該当する場合に必要となる追加書類 

1. Regulated Research Institutional/Industrial Setting Form大学等の指

定研究機関の書類(1C) 

a. 研究が管理された研究機関で実施されるならば、現在のインテ

ル ISEFプロジェクト期間中、いつでも自宅、学校、フィールド以

外 の 作 業 現 場 で あ れ ば 、 the Regulated Research 
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Institutional/Industrial Setting Form (1C) を完了してプロジェクト

ブースに正面になるように展示する必要がある。 

b. 研究発表パネルに提供された情報がファイナリストのものであ

ることを確認するために、メンターが書類 1C に提供する情報を

使うことがある。メンターや研究者による成果については、背景

の情報のみとして、あるいはファイナリストのものではない別の

成果としてはっきりと分け、最小限の引用にとどめること。 

 

2. 継続研究のための書類（７） 

a. 継続研究および発展研究の場合、継続研究および発展研究の

ための書類に記入し、ブースに正面になるように展示すること。 

b. 展示パネルやアブストラクトには、この 1 年間の研究のみにつ

いてまとめるべきである。 継続研究は、ファイナリストのブース

に展示したプロジェクトタイトルには、今回が何年目のプロジェ

クトか含むことは許可される。(例: Year Two of an Ongoing Study ) 

c. 展示パネルにおける過去の研究の引用は、過去の集合的な結

論のデータと、それと今年のデータとの比較に基づかなければ

ならない。過去の生データを展示することは許可されません。

ただし、適切なラベルが貼られていれば、学生の研究ノートお

よび/またはデータブックに含めることができます。 

 

研究発表に必要だが展示するべきでない書類 

1. 上記のものを除く科学審査委員会（SRC）審査に必要な書類や認可

は正面を向けて展示する必要はないが、審査員や Intel ISFFの係

員の指示があった場合に応じられるようブースに常に用意しておく

こと。しかし、Checklist for Adult Sponsor（指導者用のチェックリスト） 

(1)、Student Checklist（生徒用のチェックリスト） (1A)、Research Plan

（研究計画）、Approval Form（承認書） (1B) を含む書類はこれらに

限定されない。 

2. ファイナリスト以外の人物の写真、映像を使用する場合は、その人

物の同意とサインのされた承諾書が必要である。 

 

展示するべきではない書類 

人を対象とした研究の記入済み同意書は展示せず、プロジェクトディス

プレイで差し出してはいけない。ファイナリストは、データブックまたは

研究ノートにサンプル（不完全な）書類を含めることができるが、人間の

参加者に関する完全なインフォームドコンセント/同意書が必ず展示ホ

ールになければならない。 

 

写真や図の展示に必要なもの 

1. 写真/視覚イメージ/図/表/学生が作成したロゴ/グラフの使用は

以下の場合に限り許可される。 

a. 科学審査委員会（SRC）、展示安全委員会、Society for Scienceに

よって不快や不適切(これには無脊椎・脊椎動物、人の手術や

壊死、解剖場面を示した図や写真も含まれる)と判断されなかっ

たもの。上述した組織に属する者がこれを最終判断する。 

b. 由来のクレジットラインがある（"Photograph taken by..."または 

"Image taken from..."、"Graph/Chart/Table taken from..."）。) 表

示されているすべての画像などがファイナリストによって作成さ

れたか、または同じソースからのものである場合、バックボード

/ポスターまたはテーブルトップに目立つように表示された 1つ

のクレジットラインで問題ない。 

・ すべての画像は適切に引用されなければならない。これには、

学生が作成したロゴ、背景画像、ファイナリストの写真や映像、

あるいは他者の写真や映像が含まれる。 

・ これらは署名された写真／映像リリースフォームがプロジェクト

ブースのノートやログブックに入っていなければならない。これ

らの署名入りリリースフォームは、設営と検査の過程で要求に応

じて提示できなければならないが、要求されないことがある。 

c. 同意文書の例：「私/私の子供がこの研究に参加したことを示す

視覚表現（写真、ビデオ等）の使用/展示を許諾します。」 

 

2. プロジェクトボード外のプレゼンテーションを使用するファイナリ

ストは、D&S（展示と安全）審査時にすべてのプレゼンテーション

を見せられるよう準備しておくこと。前述の規則はすべてこのプ

レゼンテーションに適用され、前述のすべての規則がこのプレ

ゼンテーションに適用され、ディスプレイと安全性の最終検査の

後、プレゼンテーションはいかなる変更もしてはならない。承認

が必要なプレゼンテーションの例としては、PowerPoint、Prezi、

Keynote、ソフトウェアプログラム/シミュレーション、およびコンピ

ュータの画面上に表示されるその他の画像やグラフィック、また

は印刷以外などが挙げられるが、これらに限定しない。 

 

研究発表ブースに展示できないもの/物質 

1. 自分の宣伝、または外部の推薦書は、研究発表ブースに展示して

はならない。 

a. 既知の商業ブランド、制度上の紋章または商標を含む商用ロゴ

の使用。（プロジェクトに不可欠で、SRCが公式要約および証明

書に含めることで承認した場合を除く。） 

b. 研究を支援した研究機関または研究指導者についての言及。

（謝辞の章や ISEF 公式書類,特にフォーム１C に記載されてい

るものは除く） 

c. 研究の特許の状況。 

d. 審査員や一般の人々に配布することを目的としたCDやその他

ディスク、フラッシュメモリー、パンフレット、小冊子、宣伝、配布

グッズ、名刺、印刷物、食べ物など。 

2. 賞、メダル(ファイナリストが身に着けた ISEF の過去とその年のメダ

ルを除く) 

3. ファイナリストや研究の住所、ウェブページアドレス、E メールアド

レス、SNSのアドレス、QRコード、電話番号、FAX番号。注：表示を

認められる個人情報はファイナリストの氏名、学校、住んでいる都

市、州、国、年齢、学年だけである。 

4. 発表・展示・実演としてのインターネット・Eメール接続 

5. 展示と安全に関する最終審査の承認後、変更、修正、追加すること

は禁止されている。これには、カバーを取ったり、新たに置いたり、

削除した文字や展示物を戻したりすることを含む。 

a. 展示と安全に関する審査では、承認された研究発表ブースの

写真の証拠が記録される。  
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b. 展示と安全の規則を遵守しないファイナリストは、大会出場資格

を失うこととなる。私／私たちは、初回の表示と安全性の検査が

完了した後、追加の審査が発生し、定期的に検査を受ける必要

があることを理解している。私／私たちは、この署名済みのフォ

ームを、常にブースで表示する。私／私たちは、ブースの下に

梱包材を保管しておらず、今後も保管しない。私／私たちは、

SRC または D&S によって取り除かれたモノを返却すること、

および／または最終検査後に許可されていないモノを追加す

ることは、競技会への参加資格を得ることができず、および／ま

たは受け取った全ての賞を没収される理由となることを深く理

解している。 

 

安全規制 

研究発表ブースに展示できないもの 

注：ファイナリストのプロジェクトに展示が禁止されているアイテムが含ま

れている場合は、そのアイテムの重要性を写真やビデオで記録するこ

とを検討すること。 

1. 生きている生物 (植物を含む) 

2. ガラス 

3. 土・砂・岩石・セメント・廃石のサンプル（例えアクリル製厚板によっ

て永久的に密閉されたものであっても禁止） 

4. 剥製標本やその一部 

5. 脊椎動物や無脊椎動物の保存標本 

6. 研究のデモンストレーション用としての人および動物の食物 

7. 人および動物の一部、体液 (例：血液、尿) 

8. 植物標品 (生きているもの、死んでいるもの、保存加工されている

もの) で、未加工・製品化されていないもの 

(例外：ブースでの展示を組み立てるための建設資材) 

9. 水を含むすべての化学物質。プロジェクトディスプレイにおいて液

体は絶対に使用してはならない。 

10. すべての有害物質・装置 (例：毒物、薬物、火器、武器、爆弾、弾

丸装置、グリス/油、およびドライアイスなどの昇華性の個体）。 

11. 危険性のある化学物質と接触した可能性のある、もしくは含んでい

る可能性のある物品（例外: 専門的に洗浄が行われており、その

洗浄に関する書類が存在する場合、展示を許可されることがある。） 

展示および安全委員会によって、装置が清掃されたか、またはそ

のような化学物質が使用されたことがないと合理的に判断できな

い限り、フィルター（微生物を含む）を展示することはできない。（ノ

ートおよび/またはログブックに証明書を添付すること。） 

12. 鋭利なもの (例：注射器、針、ピペット、ナイフ) 

13. 火炎および高可燃性物質 

14. 絶縁・ふたをされていない電池や湿電池 

15. ドローンまたは飛行可能な装置は、駆動用のバッテリー電源をは

ずす必要がある。 

16. 3Dプリンタについては電源を取り外す必要がある。 

17. 不適切に絶縁された装置で、危険な温度を発生させる可能性があ

るものは使用できない。 

18. ベルトや滑車、チェーン、可動部など張力やピンチポイントを有す

る装置で、その部位が適切に覆われていないもの 

19. 他の出展者に迷惑となるもの（例：音、光、臭いなど） 

20. ブースの下に保管されている個人の持ち物や梱包材 

21. 科学審査委員会（SRC）、展示安全委員会（D&S）、および SSP によ

って危険と判断された器具・装置 (例：大きな真空管、危険な光線

を発生する装置、空であっても可燃性の液体・気体を収容していた

容器、加圧タンク、3Dプリンタなど) 

電気に関する規則 

1. 各ブースに供給される電源は最大120又は220ボルトの単相60Hz

である。複相電源は使用出来ない。利用可能な最大アンペア/ワッ

トは展示会場の電源供給能力によって決定され、展示安全委員会

によって会場にて調整される。電源がどちらになるかは（120ボルト

又は 220 ボルト）、ISEF が開催される会場の供給できる範囲によっ

て決定する。 

2. 電気製品は安全に密閉されていること。そのカバーは不燃性であ

ること。露出しているが電流を流さない金属部分は、アースしなけ

ればならない。 

3. 通電した配線、スイッチ、金属部分は十分に絶縁され、ヒューズな

どの過電流安全装置 を持たなければならない。ファイナリスト以

外の者の手の届かないようにすること。むき出しの電気的装置、又

は電流の流れる可能性のある金属は、ショートしないように非導電

性物質又は接地された金属の箱で密封すること。 

4. 飾り付けに使用する電飾やランプの使用は推奨されていない。 

使用する場合、電圧は可能な限り低く抑えるべきである。熱を発生

しない LED 照明でなければなりません。 電球や蛍光灯は禁止さ

れています。生徒が展示場にいないときは、全ての電気製品の電

源を切り、電源タップのスイッチを切ること。(例外: 事前審査の際

にオーディオやディスプレイの電源を入れておくことは許可され

る。) 

5. 機器の外装からケーブルやワイヤーが出てくる部分には絶縁カバ

ーを付けること。 

6. 36ボルトを超える部品が露出していることは許されていない。 

7. 120又は220ボルト電源をすぐに切断出来るオン/オフスイッチを、

はっきり見える場所に備えること。 

 

レーザー/レーザーポインターに関する規制 

クラス 3A とクラス 3Rのレーザーやクラス 1 とクラス 2 のレーザーは、フ

ァイナリストが他のファイナリスト、審査員、来場者への不適切な照射を

避ける場合には、使用が許可される(例外: 拡大光学機器（顕微鏡、望遠

鏡など）にレーザー光線を通す場合は使用を許可されない)。 その他

のレーザーの使用や展示は許可されない。 

1. レーザービームは、顕微鏡や望遠鏡などの拡大光学系で使用す

ることはできない。レーザーは、出力を検査できるようにメーカー

のラベルが付いていなければならない。ラベルのないレーザーは

許可されない。 

2. レーザーは、出力を検査できるよう、製造者によってラベル付けさ

れていなければならない。ラベルのないレーザーは許可されない。 

3. 手持ちのレーザーは使用できない。 

4. 不適切な使用が展示の中で見られた場合、警告なしでレーザーを

没収することがある。深刻な違反が見られた場合は、展示を取り消

す場合がある。 



こここここここここここここ

 

Page 29 

 

ISEF のカテゴリーとサブカテゴリーの分類 
カテゴリーは、ISEF で生徒の研究が適した審査員によって審査されるために策定されている。地域、州、国の科学大会は、必要に応じてこれ

らのカテゴリーを使用するものとする。提携フェアの審査の段階に応じて適したカテゴリーを確認すること。 

Intell ISEFカテゴリーの詳細と定義は https://www.societyforscience.org/isef/categories-and-subcategories/を参照。 

動物科学(ANIM) 
動物行動 

細胞学 

発生学 

生態学 

遺伝学 

栄養・増殖 

生理学 

分類・進化 

その他 

行動・社会科学(BEHA) 
社会学臨床・発達心理学 

認知心理学 

神経科学 

生理学的心理学 

社会学的心理学 

その他 

生化学(BCHM) 
分析生化学 

一般生化学 

医薬生化学 

構造生化学 

その他 

生命医科学・健康科学(BMED) 

細胞・臓器・体系生理学 

疾患の遺伝学・分子生物学 

免疫学 

栄養学・天然物化学 

病態生理学 

その他 

生体医工学(ENBM) 

生体材料・再生医学 

生体力学 

バイオメディカルデバイス 

バイオメディカルイメージング 

細胞組織工学 

合成生物学 

その他 

細胞・分子生物学(CELL) 

細胞生理学 

細胞免疫学 

遺伝学 

分子生物学 

神経生物学 

その他 

 

化学(CHEM) 

分析化学 

計算化学 

環境科学 

無機化学 

材料化学 

有機化学 

物理化学 

その他 

計算生物学・バイオインフォマティ

クス(CBIO) 

計算生物学モデリング 

計算疫学 

計算進化生物学 

計算神経科学 

計算薬理学 

ゲノミクス 

その他 

地球環境科学(EAEV) 

大気科学 

気候科学 

生態系に関する環境影響 

地球科学 

水科学 

その他 

組込みシステム(EBED) 

電子回路 

IoT (Internet of Things) 

マイクロコントローラ 

ネットワークとデータ通信 

光学 

センサ(工学) 

信号処理 

その他 

エネルギー：サステナブルな素材

とデザイン(EGSD) 

バイオプロセスとデザイン 

エネルギー貯蔵 

水素の生産と貯蔵 

その他の熱エネルギー 

太陽電池プロセス・材料・設計 

熱発電・熱設計 

摩擦電気・電気分解 

風 

風力・水力発電 

その他 

機械工学：静的・動的(ETSD) 

航空宇宙および航空工学 

土木工学 

計算力学 

制御理論 

地上車システム 

生産工学・加工学 

機械工学 

船舶システム 

その他 

環境工学(ENEV) 

バイオレメディエーション(生

物を用いた環境修復技術) 

土地改良 

汚染防止 

リサイクル、廃棄物管理 

水質資源管理 

その他 

材料科学(MATS) 

生体材料学 

セラミックスおよびガラス材料 

複合材科学 

材料の理論とモデル化 

電子・光学・磁性材科学 

ナノ材科学 

ポリマー 

その他 

数学(MATH) 

代数学 

解析学 

組合せ論、グラフ理論、ゲー

ム理論 

幾何学および位相幾何学 

整数論 

確率・統計学 

その他 

微生物学(MCRO) 

抗菌・抗生物質 

応用微生物学 

細菌学 

環境微生物学 

微生物遺伝学 

ウイルス学 

その他 

 

物理学・天文学(PHYS) 

原子・分子・光学 

天文学・宇宙論 

生物物理学 

凝縮系物理学・材料力学 

核物理学・素粒子物理学 

理論計算・量子計算 

その他 

植物科学(PLNT) 

農業・農学 

生態学 

遺伝学・育種 

増殖・発生 

病理学 

植物生理学 

分類・進化 

その他 

ロボット工学・知能機械(ROBO) 

バイオメカニクス 

認知システム 

制御理論 

機械学習 

ロボット運動学 

その他 

システムソフトウェア(SOFT) 

アルゴリズム 

サイバーセキュリティ 

データベース 

ヒューマンマシーンインターフ

ェース 

プログラミング言語とオペレー

ティングシステム 

モバイルアプリ 

オンライン eラーニング 

その他 

トランスレーショナル医科学

(TMED) 

疾患検出と診断 

疾患予防 

疾患治療と治療法 

薬剤候補同定と検査 

前臨床研究 

その他 
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ISEFに出場する全ての研究に要求されるアブストラクト（要旨）と証明書に関する情報 

ISEFの提携フェアの様式とは異なる場合がある 

研究に必要な提出書類や、研究分野によって必要な特定の書類に加え、研究の最終段階でアブストラクトと証明書が必要である。詳細は以下の通り。 

 

アブストラクトを仕上げる  

研究や実験の終了後、250ワード以内で1ページの

アブストラクトを書くこと。インテル ISEFの場合、この

アブストラクトはオンラインのファイナリストアンケー

トポータルに記載され、電子的に提出されます。 

 

アブストラクトには、以下の項目が含まれることが望

ましい。 

a. 実験の目的 

b. 用いた手法 

c. 得られたデータ 

d. 結論 

 

研究の応用性について述べることも可。以前の研究

からの引用は、最低限とする。 

 

アブストラクトには以下の項目は入れないこと。 

a. 謝辞 (研究機関および協力したメンター・指

導者の名前を挙げること)や自分の宣伝、外

部の推薦 

b. 商用製品のロゴや商品名 

c. メンター・指導者によってなされた作業・手

順 

 

 

 

 

認証を受ける 

アブストラクトの様式の最後には6つの質問がある。

それぞれを注意深く読んで適切に答えること。 

ISEF 科学審査委員会（SRC）は、アブストラクトと質

問への答えを確認し、承認を行う。 

 

4 月下旬までオンラインポータルを介して改訂を送

ることが許可されている。（今年の締め切りについて

はシステムを参照すること）。 

 

アブストラクトが承認されると、ISEF アブストラクトと

認定証に金のエンボスシールが付与される。このバ

ージョンのアブストラクトのみ展示および配布するこ

とが可能である。 

 

注：あなたのアブストラクトは、ISEF アブストラクト様

式を用いて ISEF科学審査委員会からの承認印を受

けてから展示もしくは配布すること。他の形式やバ

ージョンのアブストラクトは、いかなる理由であって

も ISEFでは許可されていない。 
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提出フォーム 
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指導者のチェックリスト（フォーム 1） 
全プロジェクトでもれなく記入すること 

 

 

生徒のチェックリスト（フォーム 1A） 
全プロジェクトでもれなく記入すること 

 

 

リサーチプラン・プロジェクトサマリーの手引き 
全プロジェクトでリサーチプラン・プロジェクトサマリーを生徒のチェックリスト（フォーム 1A）とともに提出すること 

 

 

同意書（フォーム 1B） 
チームのメンバーを含めて全生徒が個別に提出する必要がある 

 

 

大学等の研究機関・産業施設の書類（フォーム 1C） 
大学等の研究機関や産業施設といった自宅、高校や野外以外で研究が行われた場合には、研究終了後に研究を指導

した指導者が提出すること 

 

 

専門家の書類（フォーム 2） 
人間、脊椎動物、潜在的に危険性のある生物および生物由来物質、危険性のある化学物質や装置を扱う研究では、必

要になる場合がある。生徒が研究を開始する前に記入・署名が必要である。 

 

 

リスク評価のための書類（フォーム 3） 
実験を開始する前に作成しなければならない。すべての研究で提出が推奨される。人間、脊椎動物、潜在的に危険性

のある生物および生物由来物質、危険性のある化学物質や装置を扱う研究では、必要になる場合がある。 

 

 

人間を対象とした研究の書類（フォーム 4） 
大学等の研究機関以外で行われた被験者を扱う研究では提出が必要。大学等の研究機関で実施した場合は、研究機

関の事前審査と承認の書類を使用すること。（被験者の募集やデータ収集に先立って研究倫理審査委員会 IRBの承認

が必要である。） 

 

 

インフォームドコンセント文書 
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脊椎動物の書類（フォーム 5A） 
自宅、高校や野外で脊椎動物を扱う研究が行われた場合には提出が必要。（研究開始前に科学審査委員会SRCの承

認を受ける） 

 

 

脊椎動物の書類（フォーム 5B） 
大学等の研究機関で実施した脊椎動物を扱う研究では提出が必要。（研究開始前に研究施設の動物管理使用委員会

IACUCの承認を受ける。この書類は実験後に完成させ署名する。） 

 

 

 

潜在的危険性のある生物および生物由来物質のリスク評価の書類（フ

ォーム 6A） 
微生物、遺伝子組換え体、凍結・生体組織（初代培養細胞、ヒトや霊長類の樹立細胞株や培養組織を含む）、血液、血液

製剤、体液を扱う研究では提出が必要。研究開始前に科学審査委員会SRC・研究施設の動物管理使用委員会 IACUC・

研究機関のバイオセーフティ委員会 IBC事前承認を受ける。 

 

 

 

ヒトおよび脊椎動物の組織培養の書類（フォーム 6B） 
凍結・生体組織（初代培養細胞、ヒトや霊長類の樹立細胞株や培養組織を含む）、血液、血液製剤、体液を扱う研究では

提出が必要。生体組織を使用している場合は、人や動物に関する書類も提出すること。上記の組織を使用するすべて

の研究はフォーム 6Aを提出すること。 

 

 

 

継続研究の書類（フォーム 7） 

以前の内容と同じ分野で継続・発展した研究では提出が必要。この書類には、前年度のアブストラクトとリサーチプラン

を添付すること。 

 



こここここここここここここ

 

 

 

ISEF は学生たちが困難な一方やりがいのある科学的課題に挑戦することおよび、近い未来の問題を解決するのに必要となる技量を

さらに高めることを奨励します。 

 

Society for Science & the Public 

 Society for Science & the Publicは科学の擁護者であり、科学リテラシー、効果的なSTEM(Science Technology Engineering Mathematics)

教育、科学研究の普及に貢献している。1921年に創設され、現在では非営利の 501会員からなる組織であり、科学に対する理解およ

び評価と人類の進歩に果たす科学の重要な役割を促進することに焦点を置いている。称賛を受ける科学教育大会(the Regeneron 

Science Talent Search, the ISEF, the Broadcom MASTERS)と the Science News Media Group(the award-winning Science News, Science 

News for Students)を通して、Society for Science & the Publicは情報提供、教育および奨励を行うことを委任されている。 
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